
第 3部 市民活動支援センター 

平成２０年度 市民活動支援センター事業報告 

 

 

 

Ⅰ 平成２０年度事業総括   

 

 調布市市民活動支援センターの運営は２期目の受託期間に入りました。 

 国領のセンター運営も４年目に入り、定型的なサービスや日常的な運営においては安定

してまいりました。 

 そのような中で、今のセンターが設置当初の目的にあったサービス提供ができているか、

想定していた地域ニーズは現実にどうであったのか、今後どのような方針でセンター運営

をすすめていくべきか、あらためて考えるために行政の担当部署と運営委員会のメンバー

による定期的な懇談会を開催しました。 

 運営委員会の役割や位置づけ、あるいは地区協議会の設立や協働の推進にあたってセン

ターに求められる役割はどのようなものか、といったテーマで４回開催しました。結論が

出るような内容ではありませんでしたが、設置者と受託者が市民の思いを反映して必要と

されるサービスの提供を行えるセンターづくりをすすめていくためによい機会であったと

思います。今後は課題のひとつとして、センター事業の評価をどのようにおこなっていく

かという点もふまえて継続して協議する場を設けていきたいと考えています。 

 チャリティーウォークや首都圏統一帰宅困難者対応訓練の実施など、地縁的組織、NPO、

企業や行政などさまざまな立場の人や組織が協働する場面をあらたに作り出した年でもあ

りました。こうしたネットワークをますます広げていくとともに、中間支援組織としての

原点をみつめ直しながら次年度につなげていきたいと思います。 
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Ⅱ 個別事業 

 
番号 事業名 計画の種類 決算額(15,142,521 円)

新規 重点 活動 改善 発強 自主 補助 委託 利用
１ 市民活動支援センター 

       市協  

※市協⇒調布市生活文化部協働推進課の略 

 

第１ センターおよびブランチの運営 

 

１ 市民活動支援センター運営委員会の開催 

住民の主体的な活動を支援し、市民参画型のまちづくりを積極的に進めるため、毎

月１回市民活動支援センター運営委員会を開催し、センター事業についての協議をお

こなった。 

 

（１）市民活動支援センター運営委員会 

任期：平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日 （敬称略・５０音順） 

氏 名 主な活動、所属など 

岩松 真也 調布エフエム株式会社 

上田 英司 特定非営利活動法人ＮＩＣＥ 

 尾関 葉子 ＤＡＤＡアフリカと日本の開発のための対話プロジェクト 

金子 日出澄 市民活動支援センター 

熊谷 紀良 東京ボランティア・市民活動センター 

小泉 伸子 調布ＷＡＴ 

小林 孝 特定非営利活動法人ちょうふこどもネット 

阪井 伸子 

（副委員長） 
調布市地域福祉活動計画策定委員、ミニデイ活動ボランティア 

佐藤 勇治 特定非営利活動法人全国教育ボランティアの会 

島村 誠 調布市立第六中学校教育コーディネーター 

日比生 信義 

 （副委員長） 
林建設株式会社 

福島 いづみ 調布市生活文化スポーツ部協働推進課 

山口 昌之 

（委員長） 
株式会社やまぐち 

山本 縁 調布市登録手話通訳者 

若林 裕子 野ヶ谷の郷運営スタッフ 

和田 敏明 ルーテル学院大学教授 

 

 140



第 3部 市民活動支援センター 

（２）平成２０年度 市民活動支援センター運営委員会開催状況 

第１回 ４月２２日 

運営委員の交代について、【報告】平成２０年度えんがわファンドについ

て、ちょうふチャリティウォークについて、【協議】今年度重点課題への

取り組み方針について（出席委員：１５人） 

第２回 ５月１４日 

【審議】平成１９年度市民活動支援センター事業報告について、平成１９

年度市民活動支援センター決算報告について【協議】協働に関する行政と

の懇談会について【報告】市報特集号について、ちょうふチャリティーウ

ォークについて（出席委員：１４人） 

第３回 ７月９日 

【協議】行政と運営委員会の懇談会に向けて【報告】えんがわファンド選

考結果について、ちょうふチャリティーウォークについて（出席委員：１

３人） 

第４回 ９月１０日 

【審議】社会福祉法人調布市社会福祉協議会一般会計ボランティア活動推

進区分補正予算について【報告および協議】行政と運営委員の懇談会につ

いて【報告】ちょうふチャリティーウォークについて、えんがわファンド

活動見学について（出席委員：１４人） 

第５回 １２月１０日 

【協議】えんがわフェスタ２００９について、NPO 実態調査について【報

告】行政と運営委員の懇談会について、ちょうふチャリティーウォークに

ついて、市民参加プログラムを補完する「市民参加手続ガイドライン」と

「協働推進ガイドブック」策定に向けた市民懇談会について、その他（島

村運営委員より提案）（出席委員:１３人） 

第６回 １月１５日 

【協議】平成２１年度市民活動支援センター事業方針、重点課題（案）に

ついて、えんがわフェスタ２００９について【報告】行政と運営委員の懇

談会について、NPO に関する調査について（出席委員：１４人） 

第７回 ２月２日 

【審議】平成２１年度事業方針・重点課題（案）について【協議】平成２

１年度事業計画（案）について、えんがわフェスタ２００９について【報

告】えんがわファンド助成団体活動見学について（出席委員：１４人） 

第８回 ３月１１日 

【審議】平成２１年度事業計画（案）について、平成２１年度事業予算（案）

について【報告】えんがわファンド募集要項について、えんがわフェスタ

２００９について（出席委員：１５人） 

 

 ２ 市民活動支援センター運営委員と行政の懇談会 

より良いセンター運営を目指し、設置者と運営者が中・長期的な視点での運営指針

や事業展開イメージを共有することを目指して開催した。 

 

（開催状況） 

第１回  ７月１４日（月）午後５時～７時 

    第２回 １１月１４日（金）午前１０時～１２時 
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    第３回 １２月１８日（木）午後６時～８時 

    第４回  １月２１日（水）午後６時～８時 

（メンバー） 

 市民活動支援センター常任委員、市役所担当部長、次長、課長、課長補佐、主任 

 

３ 市民活動支援センター利用者会議の開催 

広く利用者の声を直接聞く機会を設けるとともに、利用者間の横のつながりを活性

化することを目的として実施。１８年度より「えんがわミーティング」というタイト

ルをつけた。 

 

第１回 えんがわミーティング「オフの風景～１００のアルバム～」 

日 時 １１月２６日（水）午後６時３０分～８時３０分 

 会 場 市民活動支援センター 活動スペースはばたき 

参加者数 参加者８人、スタッフ６人、運営委員１人 

参加費 無料 

１ 目的 

普段、市民活動支援センターを利用していても、近くにいる他の利用者と知り合える機会は少

ない。センターを利用する団体の代表としてえんがわミーティングに参加するのではなく、一個

人として参加していただく。個人の趣味や関心ごとを互いに紹介することによって、団体などの

看板を背負わずに、話しやすい場となり、利用者同士の交流、また、利用者とスタッフとの交流

を促進させるきっかけとする。 

２ プログラム 

①ご挨拶 ②趣味の紹介 ③フリートーク ④まとめ ⑤お知らせ  

３ 内容 

趣味に関する作品などの実物をご持参いただき、それをもとに自分の趣味やオフタイムの過ご

し方についてご紹介していただいた。「自分の好きなことや関心のあること」ということで肩肘

張らずにリラックスしてお話していただくことができた。また、質問も出やすく、終始和やかな

雰囲気であった。紹介のときに話した内容がフリートークで話の種となり、広がりを見せ、この

会をきっかけに参加者同士のつながりができていた。 

また、センタースタッフは企画を運営するだけにとどまらず、いち参加者として関わることに

より、利用者との距離を縮め、今後に何かあったときに相談しやすい、話しかけやすい関係づく

りを構築することができたように思う。 

 

第２回 えんがわミーティング「えんがわブに『ボッチャ』がやってきた！」 

日 時 ２月１１日（水･祝）午後２時～４時 

 会 場 市民活動支援センター 活動スペースはばたき 

参加者数 利用者３１人、スタッフ６人、協力者１人 
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参加費 無料 

１ 目的 

老若男女誰でも楽しめる障害者スポーツ「ボッチャ」を取り上げ、実際に体験することによって、

障害者スポーツへの理解を深め、利用者同士や利用者とセンタースタッフの交流をはかる。 

２ プログラム 

 ①ご挨拶 ②レクリエーション ③ルール説明、ボッチャ体験 

④ボッチャについて（協力者：長山弘氏） ⑤フリートーク（映像上映） ⑥まとめ 

３ 内容 

今回の企画は前回のえんがわミーティングで参加された方が「ボッチャ」を紹介し、他の参加者

が提案したことにより実現に至った。 

はじめに障害者スポーツボッチャを紹介し、それを踏まえた上で体験に臨んでいただいた。レク

リエーションは自己紹介も兼ねており、楽しい場を演出した。レクリエーションに続いて、大人・

こども・障害者関係なくグループを組んで試合をおこなった。体を動かしての交流だったので、話

し声が絶えなかった。また、障害を持った方が健常者の大人や子どもを教えている姿が目立った。

フリートークではスポーツカフェ風にパラリンピックの映像を上映し、障害者スポーツの奥深さ

を感じ取ってもらうよう、また、話しやすい雰囲気となるよう工夫をした。 

ボッチャをまたやりたいという声もいただき、にぎやかな会となった。 

 

★ 成果・反省点・課題 

市民活動支援センターとして取り組んできた利用者会議であるが、平成１７年度の反省より本来

の目的の１つである「利用者間の横のつながりを構築し、交流を活性化させること」を推進するべ

く、ゲストを招き、「学びの場」とすると共に交流の場としての「えんがわミーティング」を確立さ

せた。 

今年度は「愉しめる企画」を通じて、スタッフと利用者の関係をより一層緊密にしていく方向性

を強く打ち出した。第１回「オフの風景～１００のアルバム～」では、利用者の横顔、スタッフの

横顔を見せることで関係が近くなり、利用者同士、利用者とスタッフの交流も深まった。第２回「え

んがわに『ボッチャ』がやってきた！」は、第１回からの自然な流れで、愉しめる企画を通じつつ

も従来の「えんがわミーティング」が持っていた「利用者の活動をクローズアップする」要素も含

み、学びの場としても提供することができた。利用者の提案による企画ということで、えんがわミ

ーティングが利用者に周知されてきたことがひとついえるであろう。 

また、今年度２回のえんがわミーティングでは対照的な側面がみられる。第１回では「センター

利用者」が多く、「少人数」であったのに対し、第２回では「初めてのセンター来館者」が多く、「大

人数」であった。今後において、センター利用者の声を拾い上げていくという面と、初の来館者へ

センターを知っていただくという面のバランス、また、その回の対象者を分けて考えていくことも

検討していくべきである。 
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４ 市民活動支援センターサポーター会員制度 

自立した市民社会の創造、住民参加型のまちづくりの実現を目指すセンターの方針

に賛同し、センター運営を資金面から支えていただくサポーター会員制度が設置され

て３年経過した。サポーター会費は市民活動助成事業「えんがわファンド」の原資と

して活用した。 

サポーター会員数：４０口（内訳：団体…２９、個人…４人 ※複数口の加入もあり） 

活動分野：情報化、福祉（児童、障害児・者、高齢者）、生涯学習、リサイクル・環

境、歴史・文化・芸術、子育て・教育、国際協力・交流、生活環境づくり、

男女共同参画、心理など 

 

５ 市民交流事業の実施 

えんがわフェスタ２００９「調布の世界一をつくろうプロジェクト」キックオフ 

     

「地域の活性化」「連帯感」「人のつながり」をキーワードに、「調布の世界一を

つくろうプロジェクト」のキックオフとして市民交流事業を実施した。「調布の世界

一をつくろうプロジェクト」は、子どもから高齢者まで、みんなで力を合わせて（で

きれば1万人くらいの参加者で）ギネス・ワールドレコードに登録する記録をつくろう、

というもの。 

実際のギネス挑戦会は２００９年秋以降～２０１０年春の間での実施を予定し、今

回のフェスタでは、ギネス挑戦にむけたキックオフイベントとして ①１００人の市

民会議 ②ゲストコーナー 直径１３センチの自転車にのるジェームスさんパフォー

マンス ③なんでも世界一・日本一紹介コーナー ④記録にチャレンジ（簡単なゲー

ムなど体験コーナー）といった内容で実施した。 

 

開 催 日 ３月１５日（日）一部 午前１０時～午後２時  二部 午後２時３０分～４時

会 場 調布市市民プラザあくろす市民活動支援センター 

来 場 者 数 一部 約１５０人  二部 約７０人 

主 催 調布市市民活動支援センター 

 
□プログラム 

第一部 １日限りの調布ギネス博物館 午前１０時～午後２時 

（展示コーナー） 

・びっくり!! 世界一の高額紙幣！ 

・超ビッグな靴 

・世界一短い歌を聴いてみよう 

・もっとも長い髪 かつらで再現 

・世界一のノッポさん 

（体験コーナー） 
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・１分間で何足の靴ひも結べる？ 

・リフティングに挑戦 

・円周率暗記コンテスト 

・ギネスクイズ   

・長いのりまきづくりに挑戦 

・世界一大きな卵でつくる卵焼き 

（飲食コーナー） 

・世界各地のドリンク大集合！ 

・おもしろフード＆デザートコーナー（協力：だんでらいおん、調布ドリーム） 

（ゲストコーナー） 

・直径１３センチ？！自転車パフォーマンス ジェームスさん 

（その他）  

・毎年恒例「パソコンでオリジナル作品をつくろう」（協力：調布パソコンサークル） 

 

第二部 午後２時３０分～４時 

ワールドカフェ 調布の世界一をつくろう！ アイデア募集中！！ 

（協力：ファシリテーター 青木将幸氏） 

 

 ★ 成果・反省点・課題    

  ＊ 毎年、幅広い市民が交流する機会として実施しているが、今回は意図が伝わりづらかった

のか例年よりも参加者が少なかった。第二部で実施した「ワールドカフェ」は最近関心を

集めている新しい会議手法で、大人数が参加でき、結果に対する納得感と議論に参加した

という達成感が得られるということで今回もっとも期待したところであった。しかし１０

０人の参加者を目標にしていたものの実際の参加者は約７０人にとどまり、またテーマ設

定の難しさもあってワールドカフェの効果を実感することができなかった。企画内容はも

とより広報や準備の進め方などさまざま課題の残る結果となった。 

 

６ 小島町コーナーボランティア活動室利用者会議の開催 

市民活動支援センター・小島町コーナーでは、ボランティア登録団体の皆さまに活

動室やメールボックス等の貸し出しを行っている。年に１度、ボランティア活動室を

利用している団体を対象にボランティア活動室利用者会議を開催。この会議では、ボ

ランティア活動室利用方法の確認やボランティア活動室の運営がより円滑に利用が出

来るため利用団体の声を聞く機会となることと同時に利用者間の横のつながりを活性

化することを目的としている。 
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日 時 ３月１１日（水）午前１０時～１１時３０分 

会 場 総合福祉センター２階 ボランティア活動室 

参加者数 利用団体１４団体１６人、スタッフ２人 

１ プログラム 

①事務局より ②活動室利用について ③メールボックス・棚の利用について 

④その他 

２ 内容 

①活動室利用方法の確認 

予約受付開始について・定例の活動について・棚の利用について・メールボックスにつ

いて・土日夜間申請について確認する。 

②メールボックス・棚の利用について 

新規に棚やメールボックスの利用を希望する団体があったので調整をした。   

③お互いの活動を理解するために活動紹介をした。 

④その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 棚やメールボックスを希望する団体に対して、物品の保管場所にならないよう再確認を

した。 

＊ 市民活動支援センター小島町コーナー開所日変更に伴い土曜日の申請書の提出が必要で

ある事を再確認した。 

  また、申請方法として FAX での申請も受付が可能になったことを報告した。 

＊ キャンセルの連絡について、キャンセルが決まった時点ですぐに連絡を入れていただく

よう、あらためてお願いをした。 

＊ 定期的な活動を継続していた１団体が活動を終了したことを参加団体に報告した。 

＊ 活動日の変更を希望する団体の調整をした。 

＊ 会議を重ねるごとに、団体同士交流が深まり協力関係ができてきた。 

 

７ 「野ヶ谷の郷」 

梅の湯商店会の空き店舗を利用して、平成１６年１１月１日にオープンした市民活

動支援センター６番目のブランチ。他のコーナーとは異なり、コーディネーターを配

置せずに市民（野ヶ谷の郷運営委員会）が運営している。 

（１）概要 

機   能 
①ボランティアビューロー機能 ②貸スペース機能 

③福祉ショップ機能 ④地域活動拠点機能 ⑤活動発表ギャラリー 

開 設 日 火・木・土 ※ボランティアスタッフが当番で開設 

貸 出 日 毎日 
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スタッフ人数 ２９人（うち役員５人） 

 

（２）総会・交流会 

日 時 ４月２４日（木）午前１１時～１２時 

内 容 

以下の議案を提案し、承認された。 

・平成１９年度事業報告 

・平成１９年度決算 

・平成２０年度事業計画（案） 

・平成２０年度予算（案） 

・平成２０年度役員 

総会終了後、交流会を開催した。 

参加者 １９人、委任状提出３人 

 

（３）野ヶ谷の郷運営委員会役員   （敬称略・５０音順） 

井垣 裕子（副代表） ミニデイ深大寺東町ひだまり代表 

磯野 幸子（会計） 上ノ原地区青少年健全育成委員 

百合田 紀恵子（会計監査） ミニデイ深大寺東町ひだまりスタッフ 

四家 綾子（代表） ひだまりサロン立ち上げスタッフ 

若林 裕子（書記） 市民活動支援センター運営委員 

 

（４）役員会 

回数 日 時 内 容 参加者数

第１回 
６月２８日（土） 

午前１０時～１１時３０分 

講習会「後期高齢者医療制度」について、商店会

まつり「納涼祭」への参加について、夏休みイベ

ントについて、野ヶ谷の郷だよりについて 

５人 

第２回 
９月２６日（金） 

午前１０時～１１時３０分 

商店会まつり「納涼祭」について、講習会「介護

保険制度」について、野ヶ谷の郷だよりついて 
４人 

第３回 
１１月２９日（土） 

午前１０時～１１時３０分 

講習会「介護保険制度」について、イベント「四

方山話」について、年末年始の休館日について、

野ヶ谷の郷だよりについて 

４人 

第４回 
１月３１日（土） 

午前１０時～正午 

平成２１年度総会・交流会について、春休みイベ

ントの開催について、５周年事業について、野ヶ

谷の郷だよりについて 

４人 

第５回 
３月２１日（土） 

午前１１時～１２時２０分 

平成２１年度総会・交流会について、春休みイベ

ント「みんなで歌おう」について、５周年事業に
４人 
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ついて、調布ボランティアまつりについて、野ヶ

谷の郷だよりについて 

 

（５）野ヶ谷の郷だよりの発行 

野ヶ谷の郷や地域の情報を発信するため、「野ヶ谷の郷だより」を計３回発行し、周

辺自治会等に配布した。各号１，４００部発行。 

６月号（№１８） サークルの紹介、講習会「後期高齢者医療制度」の案内 

１１月号（№１９） サークルの紹介、講習会「介護保険制度」の案内 

１月号（№２０） 
ギャラリーの紹介、講習会「介護保険制度（第２回）」の案内、ご近所支えあ

い隊の紹介 

 

（６）市民活動団体の活動拠点 

   地域で活動する市民活動団体の活動の拠点として活用されている。 

団体名 活動内容 

じんだいＮＥＴ 深大寺地域の活性化 

ご近所支えあい隊 日常の生活上のちょっとした困りごとを、地域住民同士で支えあう活動 

 

（７）サークル活動の拠点 

継続的に貸スペースを利用しているサークルは、１１団体となっている。この他、

自治会や商店会等も利用しており、地域の活動の拠点として活用されている。 

① 自主活動サークル 

団体名 活動内容 活動日 

お茶を楽しむ会 お茶とおしゃべり 第２・４月曜日 

表装同好会 表装 第２・４月曜日 

麻雀同好会 麻雀 第１・３火曜日、第２・４水曜日 

筆字会 書道、篆刻（てんこく） 第１・３・５水曜日 

囲碁同好会 囲碁 毎週金曜日 

サンデークラブ 初心者麻雀 第２・４日曜日 

 

②野ヶ谷の郷運営委員会による活動サークル 

団体名 活動内容 活動日 

折紙教室 折り紙 第４火曜日（月により変更あり） 

パッチワーク教室 パッチワーク 第４木曜日（月により変更あり） 

テーブルお点前 お茶会 第４木曜日 
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絵を描こう会 絵画 第１・３土曜日 

ふれあいランチ 料理・会食 第２土曜日 

 

（８）梅の湯商店街まつり「大納涼祭」 

梅の湯商店会会員として、商店街まつりに参加した。 

開 催 日 時 ８月２５日（月）午後３時～６時 

会   場 「梅の湯」駐車場 

参 加 内 容 野ヶ谷の郷の開放、出店手伝い 

 

（９）イベント・講習会 

子どもから高齢者までが楽しみながら交流するイベントや、介護保険制度等の生活

に密着したテーマの講習会を開催した。 

内  容 開催日時 講師 参加者数

春をみんなで歌おう 
４月３日（木） 

午後１時３０分～３時３０分 

 
２８人 

講習会「イチからわかる！

後期高齢者医療制度」 

７月３日（木） 

午後１時３０分～３時 

調布市保険年金課後期

高齢者医療係 職員 
３０人 

講習会「イチからわかる！

介護保険制度」 

１２月４日（木） 

午後１時３０分～午後３時３０分

介護保険ちょうふ市民

の会 会員 
３２人 

ヴァイオリン演奏と四方

山話 

１月１３日（火） 

午後２時～４時 
 １６人 

講習会「第２回イチからわ

かる！介護保険制度」 

３月５日（木） 

午前１０時３０分～正午 

介護保険ちょうふ市民

の会 会員 
１３人 

 

（１０）地域イベントへの参加 

地域で行われるイベントに参加・協力した。 

内  容 開催日時 

じんだいフェスタ２００８ 

※昔遊び（輪投げ）を担当 
４月５日（土）、６日（日） 

深大寺夕涼み会 

※昔遊び（輪投げ）を担当 
８月１０日（日） 

 

（１１）ボランティア入門講座「はじめの一歩」 

初めてボランティア・市民活動に参加する方やボランティア・市民活動について知
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りたいという方を対象に、ボランティア入門講座「はじめの一歩」を開催した。 

開催日時 参加者数 スタッフ数 

９月３０日（火）午前１０時～正午 ０人 １人 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 地域の方の認知度は高まっているが、野ヶ谷の郷への来所やボランティアとして参加までに

はつながっていない。地域の方にどのようにして広げていけるかが課題。 

＊ 後期高齢者医療制度や介護保険制度といった、生活に密着した講座を実施したところ、多数

の参加者があり、関心の高さを伺うことができた。平成２１年度も地域住民のニーズに合わ

せた講座を継続して実施していきたい。 

＊ ふれあいの間（貸スペース）の利用率は８２％（平成１８年度５９％、平成１９年度８１％）

と年々増加しており、サークル活動だけでなく、市民活動団体や自治会等、深大寺地域で活

動する様々な団体の活動拠点として活用されている。 

 

 

第２  情報･資料の収集および提供  

 

１ えんがわだよりの発行 

ボランティア・市民活動情報を提供するため、毎月発行。隔月にタウン誌折込みを

行うなど配布先拡大、市民の手にわたる配布方法を工夫した。 

 

（１）概要 

発行目的 

市民活動に関する情報や市民活動支援センターの活動報告、ボランティア募集等を

含めた内容で、センターを多くの方々に知ってもらい、利用していただくこと、ま

た市民活動を促進し市民主体の支えあうまちづくりをすすめていけるよう課題を提

起することを目的としている。 

発行日 毎月１５日発行 

発行部数 
・奇数月 ３，５００部（タウン誌１８２へ２，０００部折り込み 菊野台地区）

・偶数月 １，５００部 

配布先 

・市内公共施設（地域福祉センター、図書館、児童館、青少年ステーション CAPS、

公民館、体育館、小学校、中学校、高校、大学、郵便局、京王線駅頭など） 

・市内企業 

・市民活動支援センターサポーター 

・東京ボランティア・市民活動センターほか都内ボランティア・市民活動センター

内容 
・特集記事（課題提起やまちの話題紹介など） 

・ボランティア募集 
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・市民活動支援センターの活動報告やお知らせ 

・地域の市民活動情報、助成金情報など 

 

（２）各号の特集記事の内容 

号数 内容 

４月号（№３５） 平成１９年度えんがわファンド助成団体活動レポート 第４弾 

５月号（№３６） 地域で活躍するお父さん～おやじの会～ 

６月号（№３７） 地域でできる「エコ」、家庭でできる「エコ」 

７月号（№３８） 若者世代のボランティア活動「私がボランティアをはじめた理由」 

８月号（№３９） 
「はじめの一歩は古切手回収」～三井生命保険株式会社調布営業部の取

り組み～ 

９月号（№４０） 災害時、歩いて自宅に帰れますか？～帰宅困難者になってしまったら～ 

１０月・１１月合併

号（№４１） 
市民と創る快適空間 ～文化施設のボランティア～ 

１２月・１月合併号

（№４２） 
市民活動の豆知識～公益法人制度改革～ 

２月号（№４３） 運営委員座談会「4年間を振り返り、今後を展望する」 

３月号（№４４） 運営委員座談会「4年間を振り返り、今後を展望する(後編)」 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 地域の活動団体や活動者・企業の取り組みの紹介、家庭や地域での提案、法改正の情報、

センターの情報提供など多岐にわたって紹介することができた。 

＊ センタースタッフからの視点だけでなく、多くの方からの視点も取り入れられた、より見

やすくより手に取りやすい仕掛けを提案していきたい。今後はスタッフだけでなく、運営

委員もしくはセンター利用者の方々に記事作りに参加していただくプロジェクトチームな

どを検討する。また、提供した情報がどのように活用されているのか反響・成果（ボラン

ティア募集項目）など追跡調査をして、より市民の手に取りやすい工夫をする必要があろ

う。 

＊ 今年度は理容組合など新規で配架のご協力をいただいた。来年度も商店街や企業など、配

布先の範囲を広げ、より身近な広報誌となるよう努力したい。 

 

２ えんがわだよりオンライン（えんがわだよりブログ版） 

平成２０年３月より、シーサー株式会社運営無料ブログサイトを活用し、WEB上で「え

んがわだより」の配布を開始した。  

過去記事の閲覧ができるよう編集作業を進めるとともに、スタッフが日常の中で感じ

たことやお知らせを書き込むなど、タイムリーな情報発信手段として活用していきた

い。  
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【最近６ヶ月の月平均アクセス数】 

ユニークアクセス １６４．６人   トータルアクセス  ５２１．３人 

 

３ 市民活動支援センターホームページ運営 

登録団体数については、市内のＮＰＯ法人「ちょうふどっとこむ」などや、市内に

存在する地区協議会、調布市立図書館の情報発信事業である「市民の手によるまちの

資料情報館」のサイトと情報共有を図り、現在約３２０の団体登録がある（前年度比

５０団体増加）。 

ホームページの構成については、市民活動団体の情報の受発信（イベント予定や内

容の報告、新規メンバー、ボランティア・参加者募集など）を支援すると同時に、2007

年からは調布市の生涯学習・市民活動情報システム｢さがす見つかるシステム｣と連動

してより多くの市民が市民活動に関わるきっかけを得る媒体のひとつとして情報の共

有化、ページの見易さ、使いやすさを工夫している。 

また、機能改善のため、「さがす見つかるシステム」の所管である生涯学習交流推進

課とは月に１度、システムの運営会議を行いシステム改善についての意見交換を行っ

ている。さらに、現在毎月紙媒体にて発行されている「えんがわだより」をインター

ネットでも閲覧できる「えんがわだよりオンライン」を設置し、記事の内容のカラー

写真付きの紹介や、スタッフによる日々の市民活動支援センターの様子の広報なども

行っている。 

今後も、さまざまなネットワーク間、団体間の情報共有、センター及びコーナーの

事業予定を紹介してきながら、センターのサービス内容や報告等に関する情報提供に

も力を入れていきたい。平成２０年度は約 69,000 件のアクセスがあり、昨年度と比べ

12,500 件のアクセス増加となった。（昨年度比１３％の増加率） 

 

月 前年度比
平成20年度
アクセス数

平成19年度
アクセス数

平成18年度
アクセス数

平成17年度
アクセス数

4 149% 5,493 3,679 3,861 2,236
5 125% 5,879 4,695 3,605 2,412
6 132% 5,610 4,237 3,636 2,690
7 - 6,309 システム変更の為計測せず 4,066 3,051
8 92% 5,393 5,839 3,718 3,682
9 106% 5,747 5,433 3,799 3,099
10 101% 6,051 5,982 3,641 2,262
11 95% 4,917 5,187 4,281 2,947
12 110% 5,384 4,906 3,553 2,666
1 106% 6,058 5,694 3,997 3,308
2 107% 5,828 5,455 3,464 3,177
3 120% 6,141 5,133 3,547 3,613

合計 68,810 56,240 45,168 35,143

平均増加率
平成19年度
平均アクセス数

平成19年度
平均アクセス数

平成18年度
平均アクセス数

平成17年度
平均アクセス数

113% 5734 5113 3764 2929

市民活動支援センターホームページアクセス数集計
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★ 成果・反省点・課題 

＊ １９年度に引き続き、市民団体向けＩＴ講座を通しての団体の活用度の向上を図るととも

に、連携を開始した｢さがす見つかるシステム｣との相互協力により、市民にとってのわか

りやすい情報提供を心がけたい。 

 

４ 資料コーナーの充実 

ボランティアやＮＰＯ活動関連だけでなく幅広い分野のチラシやポスターを配架掲

示して、イベントや講座の開催、ボランティア募集等の多くの情報を提供した。また、

調布市のみならず、都内で市民活動の拠点となっているセンターや施設、団体のニュ

ースレターを閲覧と保存のため分野に分けファイルしている。閲覧用の図書や報告書

類も積極的に収集している。 

 

（１）平成２０年４月～２１年３月に受入れたチラシ等の内訳 

講座・講演 801 件 高齢者・子ども 294 件

イベント 937  ボランティア・市民活動 577  

団体・活動紹介     838  障害児・障害者 285 

ボランティア募集 253   地域・まちづくり 527 

助成金 223  文化・芸術・スポーツ 417 

その他 724  環境保護 145 

スタッフ・メンバー

募集 

88 国際交流・協力 133 

その他 832 

内 
 

容 

 計 
前4,063 3,489件 

(前年度比 14％減)

チラシ 1,020 

分 
 

野 

計 
前 3,373 3,210 件

（前年度比 4％減）

ニュースレター 797 

ポスター 285 

パンフレット他 294 

体 
 

裁 

計 前2,218   2,396部

（前年度比 8％増）

 

（２）主要誌６タイトルを定期購読 

誌 名 出 版 社 刊行頻度 

ネットワーク 東京ボランティア･市民活動センター 隔月刊 

ウォロ 大阪ボランティア協会 年１０回 

ＮＰＯマネジメント ＩＩＨＯＥ (人と組織と地球のための国際研究所） 隔月刊 

ボランティア 富士福祉事業団 毎月 
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Ｃ＇ｓニュースレター シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 隔月刊 

ＮＰＯのひろば 日本ＮＰＯセンター 季刊 

※その他の受入雑誌・・・「月間福祉」（全国社会福祉協議会発行）、ホームレスの仕事をつくり自

立を応援する「ビッグイシュー日本版」など 

          

（３）閲覧用図書・報告書類の充実 

●今年度新規受け入れタイトル・・・１０８タイトル                

＜内訳＞   市民活動関連     ３２  

市民活動支援     １０ 

福祉関連          １４ 

まちづくり       ７ 

災害          ７ 

その他        ３８ 

          

   ●本の分類、図書ラベルの貼付、「分野別所蔵リスト」の作成       

全図書、レポート類を分類し図書ラベルを貼付し、分野ごとに配架をして

いる。また、分野別所蔵リストを作成し、利用しやすい工夫をしている。 

 

（４）視聴覚資料の設置 

昨年度から視聴覚資料の設置をおこなった。市民活動支援センターがおこなった

過去の事業（えんがわミーティングなど）を掲示することにより、当センターの理

解を深め、情報を共有することを目的とした。その他に市民活動や地域情報などに

関する視聴覚資料も設置している。 

市民活動支援センター事業 ５ 

その他 ２ 

合計 ７ 

  

 ★ 成果・反省点・課題  

＊ （１）の内訳で、内容が前年度比１４％減、分野が前年度比４％減、体裁が前年度比８％増

となっている。これは、以前までチラシ・パンフレット類として受入れていた２０誌を雑

誌の受入として変更したことによる。来年度は、入力方法・内容の見直しを図り効率的に

おこなえるようにしていきたい。 

＊ チラシ配架ラックに分野別の名札を表示し、必要な情報をすぐに手に出来るよう整えた。

また、ボランティア募集と関連付けて目立つように書籍を配架したところ、館内でその書

籍を読む姿を多く見かけ、ボランティアにも繋がった。常に利用者の立場に立って、欲し

い情報が得やすい環境をこれからも整えていきたい。また、ボランティア募集やセンター

で開講される講座と関連付けて掲示するなど有効に活用していきたい。 
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５ ふくしの窓３－４面「市民活動支援センターだより」の充実 

隔月発行（新聞折込）のふくしの窓の３－４面を「市民活動支援センターだより」

全面に載せ、ボリューム、内容ともに充実を図った。 

 

６ 多様なメディア（媒体）を活用した情報提供 

Ｊ－ＣＯＭ株式会社（ＣＡＴＶ）、調布 FM 株式会社、タウン誌（１８２ch、くろす

とーく）、地域ポータルサイト（ちょうふどっとこむ）各社のご協力を得て、多角的

な情報提供に取り組んだ。 

 

７ 市民活動・生涯学習団体ガイドブックの作成 

調布市生涯学習情報コーナーと協力し、市内の市民活動団体（NPO 法人含む）、生涯

学習サークルの紹介冊子を作成した。 

 

８ 第２８調布ボランティアまつり 

調布市内で活動するボランティア・市民活動団体が、活動の発表・展示・体験・実

演、模擬店、バザー等を通して広く市民に活動への参加・交流を呼びかけることを目

的に実施した。 

※事業の目的としてはさまざまな側面があるが、PR 要素が強いということで、この項に記載している。 

開 催 日 時 ４月１９日（土）午前９時４５分～午後３時 

会  場 調布市市庁舎前庭 

内  容 活動の発表・展示・体験・実演、模擬店、バザーなど 

参 加 者 約５００人 

主 催 
調布市社会福祉協議会 

第２８回調布ボランティアまつり実行委員会 

後 援 
調布市 

調布市教育委員会 

 

（１）参加団体 ３２団体 

 団 体 名 内   容 

１ エールの会 展示、ゲームコーナー 

２ ＮＰＯ京王断酒会 酒害相談、アルコールパッチテスト体験 

３ 菊野台点字サークル 点字体験 

４ グループなごみ茶屋 販売 

５ 高次脳機能障害者のつどい 調布ドリーム 模擬店、展示、ステージ発表「演奏・ダンス」 

６ ご近所支えあい隊 販売 

７ ＣＣＤ 模擬店 
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８ 手話サークル くすの木 手話体験 

９ 手話サークル「調布の会」 ステージ発表「手話コーラス」 

１０ 
障碍を負う人々・子ども達と「共に歩む」

ネットワーク 
販売、展示 

１１ 深大寺 人と緑と犬の会 販売、捨犬保護活動紹介 

１２ スペース・クッション 販売 

１３ 
ＳＯＧＩサポートセンター 

Ｌｉｎ ＭＣ Ｇｒｏｕｐ 
葬送相談、手相占い 

１４ 大正琴ボランティア「楓会」 大正琴体験 

１５ たんぽぽネットワーク ステージ発表「紙芝居」 

１６ 調布明るい社会づくりの会 販売 

１７ 
調布災害時ボランティアコーディネーター

の会（調布ＳＶＣ） 

ほのぼのあかり体験、アルファ米の試食、ステージ

発表「三角巾を使用した応急救護」 

１８ 調布市登録手話通訳者の会 舞台手話通訳 

１９ 調布市立第三中学校吹奏楽部 ステージ発表「吹奏楽・合唱」、ブース手伝い 

２０ 調布地域猫の会 販売、展示 

２１ 調布の自然学習ボランティア 販売 

２２ 調布ボランティア連絡会 展示 

２３ 調布まちづくり市民フォーラム 模擬店、販売 

２４ 調布ＷＡＴ 販売 

２５ 東京ＹＷＣＡ国領センター 販売、展示 

２６ ひまわりグループ 販売 

２７ 姫としもべ ステージ発表「バンド演奏」 

２８ ホットなハウス 販売、福祉相談 

２９ ボランティアグループ だんでらいおん ゲームコーナー、茶席、発表「手話コーラス」 

３０ まちっこくん 販売 

３１ 
わりばしリサイクルグループ 

「くるりん」 
販売、展示、わりばし回収 

３２ 調布市社会福祉協議会 
ボランティア・市民活動相談、模擬店、ステージ発

表「人形劇」 

 

（２）実行委員会の開催状況 

回 数 開催日時 開催場所 内    容 

第１回 

平成１９年度 

１０月１５日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１会議室 

実行委員会の立ち上げ、世話人の選

出について 

第２回 １２月１０日（月） 総合福祉センター 実行委員長・副実行委員長の決定、
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午後６時３０分～８時 ２０１・２０２会議室 実施要領について、開催日時につい

て、参加団体の確認、役割分担につ

いて 

第３回 
１月２１日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１会議室 

テーマについて、参加団体の内容・

備品の確認、会場配置の検討、広報

について 

第４回 
２月１８日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１・２０２会議室 

参加内容・会場配置の最終確認、広

報について、前日・当日の準備につ

いて 

第５回 
３月１０日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１・２０２会議室 

搬入・搬出について、前日・当日の

準備について、広報について 

第６回 

平成２０年度 

４月１４日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１・２０２会議室 
最終確認、実施決定の判断について

反省会 
５月１２日（月） 

午後６時３０分～８時 

総合福祉センター 

２０１・２０２会議室 
反省会 

 

★ 成果・反省点・課題 

  ＊ ここ数年間で一番多い３２団体が参加し、団体同士のつながりが広がっているが、来場者

はそれほどの伸びがなかった。いかに市民に来てもらえるような内容にするかが課題。 

 

９ 第１７回菊野台ボランティアまつり 

開催目的 

菊野台地区で活動しているボランティアグループ、およびボランティア活動に関心があ

る人が一堂に会し、日頃の活動を紹介するとともに、相互交流をはかり、ボランティア

活動に関する情報提供、および地域の人々への啓発を目的として行う。 

日   時 ５月３１日（土）午前１０時～午後３時 

内   容 

ボランティアグループの紹介・体験コーナー（点字）、模擬店、ミニバザー、外国人に

よる日本語スピーチ、中学生の合唱、住宅修理相談コーナー、包丁とぎ、鉢物の販売、

情報交換、交流、啓発、各種相談コーナー 

会   場 菊野台地域福祉センター 

参加者数 参加団体２１団体  来場者約３５０人 

運   営 菊野台ボランティアまつり実行委員会 

   

１０ 菊野台地域福祉センター 交流のかけはし への参加 

事業内容 
地域福祉センターを定期的に利用している団体が年に１回一堂に会して交流し、活動発

表を行う場として、財団法人コミュニティ振興財団主催により開催。 

開催日時 ９月２７日（土）・２８日（日） 午前１０時～午後３時３０分 
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会  場 菊野台地域福祉センター 

 参加内容 コーナーの紹介、交流、相談コーナー 

 

１１ 平成２０年度富士見ふれあいのつどい（小地域交流事業を兼ねる）  

※再掲 

開催目的 

地域にある福祉団体や施設、学校、ボランティア団体が参加し、実行委員として企画・

運営にかかわり交流を図りながら、ともに地域福祉の向上を図ることを目的として年１

回開催している。 

日   時 ６月１４日（土）午前１０時～午後３時 

会   場 富士見地域福祉センター 

内   容 
舞台発表、模擬店、リサイクルバザー、自主製品展示・販売、各種相談コーナー、 

ゲームコーナー、工作コーナー、参加型イベント 

参加者数 参加団体３５団体、個人２人、来場者４５０人 

運   営 小地域交流事業「富士見ふれあいのつどい」実行委員会 

 

１２ 「うたごえ喫茶ＩＮ富士見」（小地域交流事業）※再掲 

開催目的 
老若男女問わず、懐かしい唱を皆と一緒に声を合わせて歌うことで、楽しみながら元気

になれるふれあい交流の場づくりとして、毎月１回定期的に開催している。 

日  時 

参 加 者 

① ４月１９日  ７４人 

② ５月１７日  ７４人 

③ ７月１９日  ６２人 

④ ８月１６日  ４９人 

⑤ ９月２０日  ５５人 

⑥ １０月１８日  ６８人 

⑦ １１月１５日  ７１人 

⑧ 1２月２０日  ７４人 クリスマス交流会

⑨ １月１７日  ７５人 

⑩ ２月２１日  ７８人 

⑪ ３月２１日  ６２人 

いずれも土曜日午後１時３０分～３時３０分 

会  場 富士見地域福祉センター大集会室 

演  奏 ピアノ伴奏 佐伯恵美氏 参加費  ３００円（歌集、飲み物つき） 

参加者数 
延べ７４２人 （各回平均６７人） 

※市内全域から参加の高齢者が昔を懐かしむように歌っている。 

運   営 小地域交流事業「うたごえ喫茶ＩＮ富士見」実行委員会 

 

１３ 「ボランティア交流会・ふれあいのつどい準備会」（小地域交流事業）※再掲 
日 時 平成２１年３月１４日（土）午前１０時～１２時３０分 

会 場 富士見地域福祉センター大集会室 

内 容 富士見コーナーを拠点に活動している団体や施設との情報交換と交流 

参加者 ５０人（スタッフ６人） 

予 算 小地域交流事業費（門前そば打ちクラブの手打ちそば） 

運 営 富士見コーナー推進委員 
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１４ 富士見コーナー推進委員会の開催 

富士見コーナーの活性化を図るとともに、地域の活動を支援し、ボランティア活

動の推進発展のため事業の企画、運営を担う目的で開催。 

開催日時 出席者 内 容 

７月２９日（土） ６人 
ボランティア入門講座「はじめの一歩」、脳トレ健康マージャン

ふれあい健康体操等事業企画検討 

９月３０日（火） ４人 ふれあい健康体操準備、運営 

 １月２９日（木） ６人 ボランティア交流会企画、準備  次年度事業計画 

 

１５ 富士見地域福祉センター  交流のかけはしへの参加 

事業内容 
地域福祉センターを定期的に利用している団体が、年に１回一堂に会して交流し、活

動発表を行う場として、財団法人コミュニティ振興財団主催により開催 

開催日時 １１月９日（日）午前１０時～午後３時３０分 

会  場 富士見地域福祉センター 

参加内容 コーナー紹介、相談コーナー、リサイクルバザー、模擬店 

 

 

１６ 第１２回ボランティアまつり染地 

開催目的 
地域で活動するボランティア・市民活動団体、当事者団体、施設、地域のミニデイ・サ

ロン、学校などが交流し、地域のボランティアの輪を拡げる 

開催日時 ５月１８日（日）午前９時３０分～午後３時 

会   場 染地地域福祉センター 

内   容 

「みんなあつまれ、ともだちになろう」をテーマに、参加団体に実行委員会へ参加し、

ともに作り上げることの大切さを呼びかけた。今年は第三中学校吹奏楽部の保護者と生

徒が１００人以上当日手伝いに入り、盛り上がった。※実行委員会４回開催 

活動紹介、模擬店、作品展示販売、バザー、相談コーナー、他に子供コーナー 

参加者数 参加団体３８団体 ９個人ボランティア（新規参加８団体） 来場者５００人 

 

１７ 染地ボランティア連絡会 

事業内容 

個々で活動しているグループがお互いの活動を知り交流を深め、地域のネットワークづ

くりを目指して、平成１８年９月５日に発足。ボランティアまつり後、２ヵ月に１回開

催。 

開催日時 

参加者数 

第１回７月１２日（土） １２人 

第２回９月１３日（土） １５人 

第３回 １１月１５日（土） １５人 

第４回 １月１０日（土） １８人  定例会４回 
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会   場 染地地域福祉センター 

        

１８ 染地ボランティア連絡会の活動 
内 容        開催日時 

りはびりまーじゃん ９月１４日（火）より第２・４火曜日 計１４回開催 

マイパソコン教室 
１０月１８日、１１月１５日・２９日、１２月１３日 

いずれも土曜日 計４回開催 

第４回ちょうふみんなの夢ツリー参加 １２月１８日（木）～２６日（金） 

〈講習会開催〉 

第１回 あなたもできる人命救助 

第２回 後期高齢者医療制度 

第３回 火災報知機の設置義務化 

 

８月９日（土）   参加者１１人 

１０月２３日（木） 参加者１４人 

１月３１日（土）  参加者１８人 

 

１９  緑ヶ丘・仙川ふれ愛のつどい（第８回緑ヶ丘ボランティアまつり） ※再掲 

開催目的 

ボランティアまつりと小地域交流事業を同時開催することによって地域の福祉施設、学

校、児童健全育成団体、自治会、老人クラブ等、建設労組、まちづくりの協議会など多

種多様なボランティア・市民活動団体が出会い、交流を行いながら地域福祉の向上をは

かることを目的に開催。子どもとの交流を願い、児童館まつりと同日開催で実施。 

日   時 １０月１９日（日） 午前１０時～午後３時３０分 

会   場 緑ヶ丘地域福祉センター 

内   容 

活動紹介・発表、手作り品販売、縄跳名人(筑波跳職)、手話ソング・合唱(手話らんど

＆あいことば)、和太鼓(風真)、マンドリン演奏(白百合女子大学)、歌･踊り（ふれあい

給食）、キッズダンス（Bless You Dance Company）、日本舞踊(花柳寿乃登勢) 

合唱（ハッピーライフクラブ）、みんなで歌おう(童謡を歌う会)、みまもっと体操・血

圧測定＆相談(地域包括支援センター仙川)、よさこい(皆さん)、クッキー販売(希望の

家)、お茶席(緑樹会)、バザー(白百合女子大学)、木島平特産品販売（新鮮屋）、佃煮販

売（わりばしくるりん）、味噌田楽(西部自治会)、焼きそば(ボーイスカウト調布第１０

団)、ポップコーン(緑風会)、お団子販売（２丁目自治会）カフェ＆生チョコ・バザー(ボ

ランティア連絡会) 

参加者数 参加団体２３団体、来場者１６６人 

 

２０ 交流のかけはし･緑ヶ丘への参加 

事業内容 

地域福祉センターを定期的に利用している団体が年に１回一堂に会して交流し、活動発

表を行う場として、交流のかけはし緑ヶ丘実行委員会主催、財団法人調布市文化・コミ

ュニティ振興財団協力により開催。 

開催日時 １１月８日（土）、９日（日） 午前１０時～午後３時 

会  場 緑ヶ丘地域福祉センター 
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参加内容 コーナーの紹介、交流、相談コーナー 

 

 

第３  ボランティア・ＮＰＯ・市民活動団体、個人の活動支援 

 

１ スペース・設備の貸出し 

  市民活動団体の会議、作業、打ち合わせなどさまざまな目的に応じてスペースを貸

出し、その運営管理を行った。 

 

（１）市民活動支援センター（国領）来館者およびはばたき利用状況 

□来館者数推移 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

来館者数 2,299 人 2,635 人 2,800 人 3,345 人 2,493 人 2,846 人 

一日平均 79.3 人 90.9 人 96.6 人 111.5 人 83.1 人 98.1 人 

前年度同月比 112% 114% 99.5% 113% 117% 109% 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

来館者数 3,185 人 2,864 人 2,379 人 2,707 人 3,305 人 2,889 人 

一日平均 106.1 人 98.8 人 88.1 人 96.7 人 122.4 人 96.3 人 

前年度同月比 116% 114% 110% 114% 122% 108% 

 

□活動スペースはばたき・ＯＡコーナー利用者数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

月間利用者数 2,141 人 2,311 人 2,486 人 2,715 人 2,116 人 2,498 人 

一日平均 73.8 人 79.7 人 85.7 人 90.5 人 70.5 人 86.1 人 

前年度同月比 122% 112% 104% 114% 115% 126% 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

月間利用者数 2,808 人 2,488 人 1,996 人 2,312 人 2,865 人 2,468 人 

一日平均 93.6 人 85.8 人 73.9 人 85.6 人 106.1 人 82.3 人 

前年度同月比 127% 119% 117% 106% 121% 99% 
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【利用内訳】  

 
 １９年度 ２０年度 増減率 

活動 2,024 件 2,073 件 102% 

会議、打ち合わせ 1,027 件 1,218 件 119% 

パソコン利用 3,879 件 4,366 件 113% 

学習 1,552 件 2,516 件 162% 

その他 547 件  1,088 件 199%  

展示 7 件 6 件 86% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 年間来館者・利用者数総計と利用内訳 

【総数】                         

                  
 １９年度 ２０年度 増減率 

来館者数 30,074 人 33,747 人 112% 

利用者数 25,465 人 29,204 人 115% 

相談件数 391 件 251 件 64%※ 

 
 

 

 

 

 

※ 相談件数について 

相談として捉える内容について整理し、道案内やその場で完結する簡易なものを外

している。しかし、必要なデータが落ちている面もあり、課題発見や事業の企画立案

に際して、有効なデータを正確に蓄積していく方法の検討が必要。 

 

（２）ブランチ活用状況 

スペースの活用状況 来所者数 
拠   点 

件 数 一日平均 人数 一日平均 

小島町コーナー 717 件 2.1 件 5,640 人 17.3 人 

菊野台コーナー 736 件 4.3 件 3,078 人   22 人 

富士見コーナー   298 件   2 件 3,279 人   22 人 

染地コーナー   487 件   3.5 件 6,008 人 44 人 

緑ヶ丘コーナー   161 件   1.1 件 1,983 人   13.9 人 

合  計 2,399 件   2.6 件 19,988 人   23.8 人 
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（３）メールボックス、ロッカーの貸し出し（国領） 

   活動室内に設置されているロッカーおよびメールボックスを希望する市民活動団

体に貸出し、その運営管理を行った。 

内  容 ２０年度 １９年度 

メールボックス利用件数 ３７件 ４３件 

ロッカー利用件数 ８９件 ７０件 

 

２ ボランティア保険・行事保険の加入受け付け 

   ボランティア保険への加入促進の呼びかけと加入手続きの事務を取り扱った。 

ボランティア保険加入者数（通年保険・受付随時）      ２，９４１ 人 

Ａ型（日帰り行事）      ９７７件 ２１，６６３人 
行事保険加入件数 

Ｂ型（宿泊行事）       ２４ 件      ６３５人 

 

３ 無線 LAN スポット運営（小島町） 

平成１６年度よりセンターの利用価値向上、情報分野からの市民活動支援を目的と

して無線 LAN のポイントを調布市総合福祉センター２階フロアに設置。これにより活

動室、会議室、交流スペースなど２階一帯において、各自持ち込みのパソコンでイン

ターネット接続が可能になっている。 

① サービス名：Free Spot（フリースポット協議会提供・バッファロー株式会社） 

② 方  式 ：IEEE802.11b 

③ 利用方法：窓口で利用規約および利用登録申請書を入手。（あるいはホームページ

よりダウンロード）規約に同意し、申請書に必要事項を記入して提出。

ESSID(SSID)と暗号化キー(WEP)を受け取り、利用マニュアルを参照して各

自持ち込みのパソコンに設定して利用する。 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 利用登録者数７９人。個人利用のほか、会議室等利用者で視覚障害者を対象としたパソコ

ン講習会や、障害者･高齢者対象のパソコン学習会の実施に際して利用されていることが

多い。 

＊ フリースポットを設置しているという情報が広まった上、調布駅前に位置する利便性から 

市民活動団体以外に、学生などがインターネット回線を利用するゲームなどをするために

登録することが多い。 

 

４ 無線 LAN スポットの設置・運営（国領） 

センターの利用価値向上、情報分野からの市民活動支援を目的として無線 LAN のポ 

イントを市民活動支援センター活動スペースはばたきに設置。これによりセンター内

ＯＡコーナーだけでなく、各自持ち込みのパソコンでインターネット接続が可能とな

っている。 

① サービス名：Free Spot（フリースポット協議会提供・バッファロー株式会社） 
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② 方  式 ：IEEE802.11b 

③ 利用方法：窓口で申請書に必要事項を記入して提出。ESSID(SSID)と暗号化キー

(WEP)を受け取り、貸し出し用パソコンまたは各自持ち込みのパソコ

ンに設定して利用する。 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ フリースポットの運用は、トラブルもなくスムーズにおこなわれている。 

 

５ 電話応対代行サービス（国領 有料サービス） 

平成１７年度より、市民活動団体の支援サービスとして、活動やイベント・講座等

に関する問い合わせ、受け付けの電話応対代行サービスを実施している。 

 

利 用 料 金 １，０００円／月 （サポーター会員は８００円／月） 

利用団体数 平均月６団体（通年利用 3団体、そのほかスポットで１０団体） 

サービス内容 
・ 団体の活動に関する問合せ応答代行 

・ 行事、講座などへの内容照会および参加申込受付代行 

 

 ★ 成果・反省点・課題 

＊ ここ３年間、利用団体の数が増加している、１ヶ月４団体から最大で８団体の利用があり、

市民団体・ボランティア団体などにとっては利便性のあるサービスとなっている。 

＊ 電話代行へ電話をかける利用者にとっては、センターが代行という認識はされていない。

そこで、センター職員が正しく応対できるように、また依頼者の依頼の意識の向上も兼ね、

応対のＱ＆Ａ作成例などを提示していきたい。 

＊ ある団体からは、電話応対代行サービスを利用するようになってから、行事の申込者が増

えたとの反応もあり、今後も継続してサービスの提供を行う。 

 

６ 市民団体向けＩＴ講座 

ボランティア・市民活動団体に所属する市民を対象とし、 

①インターネットの基本操作を通じての安全・効率的な情報の受発信と市民活動支

援センターのホームページの登録団体増加・活用度の向上 

②ワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションの基本的操作を通じての市

民活動団体の IT 技術活用の機会増大 

③市民活動支援センターの利用者増加 

以上３点を目的として、市内のボランティアネットワーク「やあやあネット」主催

の市民団体向け IT 講座を調布市とともに共催した。 

期 開催日 参加者数 スタッフ 

第１期（全５回） 

午後６時３０分

９月３日、１０日、１７日、２４日、１０月１日

いずれも水曜日 
６人 ５人 
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～８時３０分 会場：活動スペースはばたき、会議室１   

１０月２９日、１１月５日、１２日、１９日、２

６日 いずれも水曜日 

第２期（全５回） 

午後６時３０分

～８時３０分 会場：活動スペースはばたき、会議室１ 

８人 ５人 

１月１４日、２１日、２８日、２月４日、１１日

いずれも水曜日 

第３期（全５回） 

午後６時３０分

～８時３０分 会場：活動スペースはばたき、会議室１ 

６人 ５人 

２月２５日、３月４日、１１日、１８日、２５日

いずれも水曜日 

第４期（全５回） 

午後６時３０分

～８時３０分 会場：活動スペースはばたき、会議室１ 

８人 ５人 

  

★ 成果・反省点・課題 

＊ 団体の活動のＰＲを効率的にするためにプレゼンテーション講座を行い、マイクロソフト

社の PowerPoint を使用した講座を行った。初めて PowerPoint に触れる参加者も全５回の

最終回には自らの団体の紹介をプレゼンテーションすることができた。 

＊ 活動の紹介や新規メンバーへ勧誘のために市民活動支援センターのホームページを活用

することができるということを認識してもらうと同時に、講座に参加した団体同士での交

流が生まれた。 

＊ 団体の活動をより効率的にするため、マイクロソフト社のWordや Excelの講座も行った。 

 

７ ＮＰＯ法人設立・運営に関する講座 

 

社会課題の解決に取り組むべく、組織的に活動する NPO 団体の活動を支援し、あた

らしい活動、あたらしい団体の誕生を支援することを目的として NPO 会計講座、NPO

法人設立講座を実施した。 

 

（１）えんがわマネー講座 『イチからわかるＮＰＯ会計』 

日  時 １１月２０日（木）午後６時～８時 

会  場 市民プラザあくろす会議室１   参加人数 ２３人 
第
１
回 

内  容 テキストを使用した講義（ＮＰＯに必要な会計書類、作成の注意点、会計の基礎） 

日  時 １１月２７日（木）午後６時～８時３０分 

会  場 市民プラザあくろす会議室１、 

活動スペース「はばたき」 

 参加人数 ２３人 第
２
回 

内  容 前半は講義、後半は個別相談会 

講 師 脇坂 誠也さん（ＮＰＯ支援会議東京副代表、税理士） 

費 用 全２回 １，０００円 
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  ★  成果・反省点・課題 

＊ やはり、会計講座のニーズは高いことがうかがえる。講師の脇坂さんは事例を交えなが

らの丁寧な講義が評判で、今回も受講者からは分かりやすい、と好評であった。また、

第２回の講義終了後には、ＮＰＯ支援会議東京に登録する税理士・会計士の方々４名で

個別相談に応じるコーナーを実施したほか、ＮＰＯ会計担当者向けのメーリングリスト

があるなど、フォローアップの場もあり、こういう機会はめったに得られないと、評価

が高かった。しかしながら、受講希望者からの事前の声や一部の受講者からは演習方式

やステップアップ講座の開催要望も多く、そのニーズに応えていく必要があるのではな

だろうか。 

 

（２）ＮＰＯ入門講座 

  ①第１回 

日 時 ８月３０日（木）午後７時～９時  費 用 ５００円（資料代） 

会 場 市民プラザあくろす会議室１  参加人数 ９人 

講 師 
市民活動支援センタースタッフ 

ＮＰＯ法人市民活動推進協会専務理事 横山泰治氏 

内 容 
ＮＰＯについての説明、ＮＰＯ法の解説、法人化の意義、必要な実務、Ｎ

ＰＯ法人として活動している団体の体験談 

 

  ②第２回 

日 時 ３月２６日（木）午後７時～９時  費 用 ５００円（資料代） 

会 場 市民プラザあくろす会議室１  参加人数 ６人 

講 師 
市民活動支援センタースタッフ 

ＮＰＯ法人市民活動推進協会専務理事 横山泰治氏 

内 容 
ＮＰＯについての説明、ＮＰＯ法の解説、法人化の意義、必要な実務、Ｎ

ＰＯ法人として活動している団体の体験談 

 

  ★  成果・反省点・課題 

＊ 少人数の定員設定にして、参加者一人ひとりのニーズや疑問に対応できる講座内容を目

指したところ、参加者アンケートでは満足度を上げることができた。今後もよりニーズ

に即した講座にしていきたい。 

＊ 本講座から実際にＮＰＯ法人設立に至ったケースは把握している限りないので、いかに

実際の活動につなげることができるかが課題。 

 

８ 使用済み切手、カード類の回収 

「使用済み切手、カード類」の回収のため、市役所、地域福祉センター、郵便局等

に回収箱を設置。企業、老人クラブ、幼稚園、小学校、市民からの寄付・回収された

切手･カード類は、ボランティア団体の協力により整理され、年４回換金した。 
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種  類 売上げ金額 換金日 備考 

４５，３００円 ９月３０日 
テレフォンカード 

その他のカード カード類 

書き損じ

ハガキ ９，５０５円 ３月３０日 
テレフォンカード・その他のカード     

書き損じハガキ   

２３，６７８円 ８月２５日 

日本記念切手（台紙あり） １kg あたり１，２００円

外国切手（台紙あり）   １kg あたり２，０００円

束ね切手         ２５束あたり ５００円

６，７３７円 ９月３日 

日本通常切手（台紙なし） １kg あたり１，０００円

外国切手（台紙あり）   １kg あたり２，０００円

束ね切手         ２５束あたり ５００円

２４，６００円 ９月３０日 
外国切手（アルバム） 

その他 

切手類 

３２，８１０円 ３月３０日 

日本通常切手（台紙なし） １kg あたり１，０００円

外国切手（台紙あり）           ２００円

記念切手(台紙あり）    １kg あたり１，０００円

束ね切手         ２５束あたり ５００円

合計金額 １４２，６３０円 

 

９ 入れ歯リサイクル活動への協力 

  特定非営利活動法人日本入れ歯リサイクル協会が実施している入れ歯リサイクル

活動に協力し、調布市総合福祉センター１階に回収ボックスを設置した。 

  この活動によって得られる益金の一部（４０％）は調布市社会福祉協議会に配分さ

れ、その配分金全額が「えんがわファンド」の資金として活用される。 

  ２０年度は、17,422 円が配分された。 

 

１０ ＮＰＯ・市民活動団体への情報ペーパー「エンガワンＫ」配布 

ＮＰＯ・市民活動団体が日々の運営や活動において、共通の質問や課題としている

内容を、Ａ５サイズの紙にまとめた「エンガワンＫ」を引き続き配布した。栄養ドリ

ンクのように見えるパッケージの裏側に、「会議」、「イベント」、「広報」をテーマに作

成している。 
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内容 

テーマ 

総合編 地域情報編 グッズ編 

会議で悩んで 

いませんか？ 

活発な会議とは？ 

【内容】 

進行についてのアイデア等 

【配布数】約１００部 

会議しやすい施設とは？ 

【内容】 

市内の会議可能施設紹介 

【配布数】約１００部 

会議上手のグッズとは？ 

【内容】 

会議時に使えるグッズ紹介 

【配布数】約１００部 

イベント成功 

していますか？ 

成功するイベントとは？ 

【内容】 

イベント企画時の注意点等 

【配布数】約１００部 

市内のイベント施設は？ 

【内容】 

市内の屋外施設紹介等 

【配布数】約１００部 

イベントお役立ちグッズと

は？ 

【内容】 

用意しておくと便利グッズ 

【配布数】約１００部 

広報は上手に 

されていますか？ 

伝わる広報とは？ 

【内容】 

広報のアイデア等 

【配布数】約１００部 

市内で広報するには？ 

【内容】 

広報のアイデア等 

【配布数】約１００部 

広報役立ちグッズとは？ 

【内容】 

グッズ編 

～作成中～ 

事務は 

効率的ですか？ 

効率的な事務とは？ 

【内容】 

事務作業のヒント等 

   ～作成中～ 

効率的な事務とは？ 

【内容】 

市内情報編 

～作成中～ 

効率的な事務とは？ 

【内容】 

グッズ編 

～作成中～ 

インターネットは 

活用しています

か？ 

活用するには？ 

【内容】 

情報検索編 

～作成中～ 

活用するには？ 

【内容】 

団体情報発信編 

～作成中～ 

活用するには？ 

【内容】 

イベント情報発信編 

～作成中～ 

  

★ 成果・反省点・課題 

＊ Ａ５一枚で読み易くまとめてあることから、多くの市民活動支援センターの利用者の方に

読んでもらうことができた。 

＊ 「事務編」や「インターネット編」など、新しい内容・テーマを検討していたが、２０年度内

に発行ができなかった。 

 

１１ 市民活動助成事業「えんがわファンド」の実施 

１８年度より実施している助成金プログラム。幅広い分野の市民活動や児童・生徒

のボランティア活動・地域活動を支援すること、また本助成事業を通して、団体同士、

あるいはセンターと団体が相互に交流し、協力しあう関係を構築することを目的に実

施した。 

この助成金は、市民や企業等からいただいた寄付やサポーター会費、ちょうふチャ
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リティーウォーク参加費、共同募金配分金、入れ歯リサイクルによる益金等、様々な

資金を活用して運用している。 

 

（１）選考 

  ① 選考委員会の開催状況 

開 催 日 ６月２４日（火）午後７時～９時 

会 場 市民プラザあくろす研修室２ 

内     容 
各団体から提出された申請書により、助成団体を選考 

応募団体２３団体の中から、１７団体に助成決定 

 

   ② 選考委員  （敬称略・５０音順） 

金子 日出澄 市民活動支援センター運営委員、市民活動支援センター長 

熊谷 紀良 市民活動支援センター運営委員、東京ボランティア・市民活動センター 

阪井 伸子 市民活動支援センター副運営委員長 

南條 勉 ちょうふチャリティーウォーク２００８実行委員長 

橋本 郁子 調布災害時ボランティア・コーディネーターの会代表、民生児童委員 

◎山口 昌之 市民活動支援センター運営委員長 

和田 敏明 市民活動支援センター運営委員、ルーテル学院大学教授 

◎…選考委員長 

 

（２）助成団体  計１７団体 助成総額 882,371 円          （申請順） 

 団体名 助成額（円） 助成内容 

１ 
調布市立第三中学校吹奏楽部

保護者会 
60,000 

地域に根ざした活動を行う吹奏楽部の支

援 

２ だいこん葉の会 37,500 一人暮らし高齢者を招いての昼食会 

３ ボランティア ドングリの森 35,802 ※１
郷土樹種による森づくりの前段階として

のポット苗づくり 

４ 深大寺人と緑と犬の会 100,000 
セラピー犬活動（福祉施設訪問）を行う

犬・飼い主ペアの育成 

５ SPC ネット多摩 22,000 グリーフケアー 

６ 
特定非営利活動法人 

エクセルシア 
50,000 

交通事故防止のための自動録画装置（ドラ

イブレコーダー）取り付け 

７ だるチャンズ 49,069 ※２
深大寺だるま踊り復活のための、はりぼて

だるまの製作 
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８ ぽけっと（障害者・青年の集い） 50,000 作業所等に通う障害者の余暇活動 

９ 調布わいわいサロン 20,000 地域デビュー支援の促進 

１０ メタボリック・ぱぴーず 98,000 
福祉施設や地域のイベントでのバンド演

奏 

１１ 双花 はな 40,000 視覚障害者の生け花教室 

１２ 
飛田給福祉のまちあるき実行委

員会 
50,000 飛田給地域のまちづくり 

１３ 地域リフレの会‘エーデル’ 100,000 
介護者を中心とした地域住民のストレス

解消と情報交換の場の提供 

１４ ディスコパーティー実行委員会 50,000 
バリアフリーイベント「ディスコ大パーテ

ィー」の実施 

１５ 調布市立第二小学校 20,000 
特別養護老人ホーム「八雲苑」への児童の

訪問活動 

１６ 調布市立富士見台小学校 40,000 児童の高齢者に対する理解を深める活動 

１７ 
特定非営利活動法人 

リフレッシュ工房 
60,000 

作業所通所者が制作した美術品のグルー

プ展 

合 計 882,371  

※１ 助成額は 40,270 円だったが、事業終了に伴う清算により、4,468 円の返金となった。 

※２ 助成額は 50,000 円だったが、事業終了に伴う清算により、931 円の返金となった。 

 

（３）交流会 ※平成２１年度に実施 

日 時 平成２１年４月１１日（土）午後１時３０分～３時３０分 

会 場 市民活動支援センター「はばたき」 

内     容 助成団体による報告（ポスターセッション）、選考委員による講評、懇親会

参 加 者 ４３人 

 

（４）寄付金等 

  ２０年度に「えんがわファンド」にいただいた寄付金等は以下のとおり。 

提供者・概要 ※敬称略 金 額 

調布市商工会青年部 225,326 円 

ちょうふチャリティーウォーク２００８参加費 261,725 円 

サポーター会費 120,000 円 
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入れ歯リサイクル益金 17,422 円 

合計 624,473 円 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 一団体上限１０万円、総額１００万円という、他助成金と比較して小規模な助成金だった

が、地域に根ざした活動を行っている多くの団体から応募があった。 

＊ 市民活動支援センター運営委員やスタッフが直接団体の活動を見に行き、話を伺ったこと

で、助成団体とセンターとの「顔の見える関係」をつくるとともに、団体の課題やセンタ

ーに対する要望などもヒアリングすることができた。そういった団体の声を、今後のセン

ター事業に活かしていきたい。 

＊ 平成２０年度は企業や団体から寄付をいただいたほか、ちょうふチャリティーウォーク参

加費や入れ歯リサイクルの益金等、新たな資金も導入し、ファンドを運用した。来年度も

市民や企業等に寄付を募るとともに、様々な資金調達方法を検討していきたい。 

 

 

第４ ボランティア・ＮＰＯ・市民活動団体、企業や行政との協働 

 

１ 専門家による高齢者・障害者世帯の無料家具転倒防止工事の受付 

災害時の家具転倒対策が自力では難しい高齢者・障害者世帯を対象に、建設産業に

従事する職員の労働組合「東京土建」が無料で実施する、家具転倒防止工事の広報と

受付を行った。        

実施日時 １１月１６日（日）午前１０時～１２時 

対 象 者 市内在住の高齢者（６５歳以上）・障害者のみの世帯 

内   容 一室分の家具の転倒防止金具の取り付け作業 

工事件数 ８件 

料   金 一部屋に限り無料 

主   催 東京土建一般労働組合調布支部 

 

 ★ 成果・反省点・課題 

  ＊ 阪神・淡路大震災では、犠牲者の８０％以上が家具による圧死との事例があり、家具転倒

防止工事は有効な防災手段となっている。しかし、高齢者や障害者のみの世帯では対策を

とることが難しいため、そうした方々を対象に、工事を無料で行っていることは非常に有

意義なことだと思われる。 

  ＊ ここ数年、定員（２０件）を下回る申込みが続いている。当事業の有効性を、高齢者や障

害者世帯にどのように周知していくかが課題。 

 

２ 調布市総合防災訓練への参加 

いざというときの対応に備えるシミュレーションとして、調布市が実施する調布市
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総合防災訓練に参加予定だったが、雨天のため中止となった。 

 

 ★ 成果・反省点・課題 

  ＊ 大規模災害に対応できるように、平常時から他機関と「顔の見える関係」づくりを進めて

いきたい。 

 

３ 市民のための災害講座「体験してみませんか？避難所生活！」の実施 

  市民の災害に関する意識を高めることを目的に、調布災害時ボランティア・コーデ

ィネーターの会と共催で開催している。２０年度は、上ヶ給自治会からの依頼で実施

した。 

  

実 施 日 時 １１月１６日（日）午前９時～１２時 

会   場 調布市立第二小学校 

内 容 
防災備蓄倉庫の見学、濾水器・簡易トイレ・発電機体験、段ボール間仕切り・

照明（ほのぼのあかり）作成、グループ討議 

参 加 者 数 ６６人 

主 催 上ヶ給自治会 

共 催 
調布災害時ボランティア・コーディネーターの会 

社会福祉法人調布市社会福祉協議会 

協 力 
調布市総務部総合防災安全課 

調布市立第二小学校 

 

★ 成果・反省点・課題 

 ＊ １９年度に第二小学校で開催した際に参加されていた方から、「避難所体験を自治会の防災

訓練で実施したい」との依頼をいただき、開催した。今後も自治会等の防災訓練で本講座を

取り入れてもらうよう、ＰＲしたい。 

 ＊ プログラム内容を検討・改良し、より避難所を想定した、実践的な講座にしていきたい。 

 ＊ 地域住民向けの開催ができなかった。来年度は会場となる小中学校にも積極的に働きかけ、

本講座を開催したい。 

 

４ やあやあドリームオールスターズ「こどもあそび博覧会５」実施協力 

学校と地域の連携を深め、「地域で子どもを育もう」という視点で、市民活動団体が

中心となって実行委員会を立ち上げ開催したイベントに共催した。 

  市民活動団体や個人が、体験型・参加型のさまざまなブースを設け、親子や友達同

士また地域の人たちとふれあいながらいろいろな気づきを得られることを目的として

実施。 

日 時 １０月４日（土）午前１０時～午後３時 
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会 場 調布市立飛田給小学校 

主 催 やあやあドリームオールスターズ２００８実行委員会 

共 催 やあやあネットワーク、社会福祉法人調布市社会福祉協議会 

協 賛 調布市 

協 力 調布市立飛田給小学校、同ＰＴＡ、同健全育成地区委員会、同開放運営委員会、長

野県木島平村 

後 援 調布市教育委員会 

 

（１）参加チーム一覧 

チーム名 参加内容 

さるすべり 
視覚障害の方でも楽しめるスル―ネットピンポン体験 

（音の出るピンポンをネットの下で転がすものです。） 

手話サークルくすの木 

・参加された方々に簡単な手話指導（例：あいさつ、名前）  

・体験を通して一般の方に聴覚障害をご理解いただけるように。 

・啓発を行う。 

菊野台点字サークル 

・点字で名刺を作成する。 

・点字で名前シール作成する。                

・その他、点字を打つ体験 

おはなしキャンプ 

体験絵本の世界～巨大シャボン玉に入ろう～ 

本・絵本などの展示・フリースペース、巨大シャボン玉に入ろう、

絵本の読み聞かせ。 

東京電力㈱武蔵野支社 
フルーツを使用した実験 

（レモン電池） 

電通大「おもちゃの病院」 
壊れたおもちゃ、壊してもいいおもちゃを持ち寄り、先生と子ど

もたちと一緒に分解・修正し、動く仕組みを学ぶ。 

東京お手玉の会 

・俵型のお手玉を作る                    

・いろいろな遊び方を覚える                 

・級位に挑戦する 

あむあむサークル 
「プリンアラモード」 

粘土でおいしく見えるプリンを作ろう。生クリームものせるよ！ 

特定非営利活動法人 

ちょうふこどもネット（ＣＡＰＳ） 
サンドブラストを利用し、ビンやタイルに模様をつける体験。  

ボランティアグループ  

だんでらいおん 
手作りゲームコーナー、茶道体験 

調布女性ヒューマニズム会議 
「キミは日本人？地球人？」  

ビデオ上映及びパネル展示 
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ヒッポファミリークラブ たくさんの”ことば”で世界の人と仲良くなろう 

特定非営利活動法人 

全国教育ボランティアの会 

「コンニャク作り」 

こんにゃく粉からコンニャクを作って、「さしみコンニャク」と

「田楽」して食べよう。 

特定非営利活動法人 

ｄｏ ｂｅくらぶ 
プリクラシールでマーク作り 

調布市民放送局（ＣＡＴＣＨ） アナウンサー＆レポーター 体験コーナー 

調布市体育指導委員会 ニュースポーツ「合戦」 

スーパー紙とんぼの会 おもり付きのスーパー紙とんぼ作りと、飛ばし方の指導 

特定非営利活動法人 

市民活動推進協会 野遊びくらぶ 
わら縄であそぼう 

和太鼓衆 雅武者 セレモニー等での和太鼓演奏 

調布市サウディアラビア友好会 アラビア語で書いてみよう！ 

折り紙博士 レッツ折り紙！ 

調布の自然学習ボランティア 木の笛、竹の笛を作ろう 

調布水辺の楽校設立準備会 ストーンアートで楽しもう！ 

セラピーサークル マダムポアン スライム作り 

調布少年少女センター 工作・遊び 

ボランティア ドングリの森 

「ドングリのポット苗づくり」 

①黒ポリポットに土・腐葉土を入れ、そこにドングリを植えても

らい、各家庭で育ててもらう。                

②木の実を中心としたリース作り。 

首都圏建設産業ユニオン 

調布支部 

「子ども大工さんコーナー」 

①子ども棟上げ式                      

②カンナ掛け体験コーナー                  

③丸太切りコーナー 

ガサガサ水辺の移動水族館     

水辺の安全教育委員会       

(特定非営利活動法人申請準備中) 

多摩川ふれあい／ガサガサ水辺の移動水族館 

調布災害時ボランティア・コーディ

ネーターの会（調布ＳＶＣ） 
つくってみよう！ほのぼのあかり 

木島平村 間伐材を使用した工作（イス作りなど） 
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木島平村新鮮屋 信州名物「おやき」の販売 

歴史資料係有志  でっちくんの玉こんにゃく 

飛田給小学校ＰＴＡ 

健全育成推進飛田給地区委員会 

健全さんとＰＴＡのゆずりはレストラン 

（エビにらまんじゅう、いそべ焼、クッキー、フランクフルト、

アメリカンドッグ、お茶・ジュースなどの飲み物） 

わりばしリサイクルグループ「くる

りん」 
わりばし回収 

調布ＦＭ セレモニーの司会、放送 

調布市立飛田給小学校 会場提供 

調布美術研究所 ポスター・チラシのデザイン画および入口装飾 

特定非営利活動法人調布市地域情

報化コンソーシアム（ＣＬＩＣ） 
広報協力 

 

（２）実行委員会開催状況 

回 数 実施日 会   場 内     容 

 ５月２０日（火） 
調布市文化会館 

たづくり調理実習室 

懇親パーティー（第１回から関わってきた

方々を一同に会し実施。） 

第１回 ６月１９日（木） 市民活動支援センター

開催地の交渉状況、参加チーム紹介、実行委

員会役員選出、今後のスケジュール 

第２回 ７月１８日（金） 市民活動支援センター

事前折衝経過説明（ＰＩＶＯＴ基金より助成

決定の報告）、参加チーム出展内容紹介、チ

ラシ（案）の発表 

第３回 ８月２１日（木） 市民活動支援センター
事前折衝経過説明、参加チームの確定、チラ

シ（案）の検討 

 ８月２７日（水） 調布市立飛田給小学校
実踏調査の実施。校庭：周囲測定、蛇口の確

認など。校内：立入禁止区域などの確認。 

 ９月８日（月） 市民活動支援センター
チラシの仕分け作業（市内全小学校別に児童

数分に仕分け。） 

第４回 ９月８日（月） 市民活動支援センター
前日及び当日の運営（ブース出展、人員配置

など）、レイアウト（案） 

第５回 ９月２６日（金） 市民活動支援センター

レイアウトの確認、前日及び当日運営の確

認、スタンプラリーカード・スタッフバッグ

づくり 

第６回 １０月１０日（金） 市民活動支援センター 反省会 
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  ★  成果・反省点・課題 

   ＊ 昨年度に比べ、参加団体が１４団体増え、より幅広い分野の活動団体が交流することができ

た。また、学校側の理解はもちろんのこと、ＰＴＡや健全育成などの協力を得ることもでき

て、地域全体で取り組みをすすめたい、という目標の第一歩を踏み出すことができた。 

天候に恵まれたこともあり、来場者は述べ１，０００人を記録し、大勢の子どもそして大人

が楽しいひとときを過ごすとともに、あらためて「家族の絆」や「地域の絆」というものを

見つめるきっかけにもなったのではないだろうか。     

当日訪れた他校の校長から「来年度はぜひわが校で」という申し出もいただき、徐々にこの

「こどもあそび博覧会」が信頼され期待されてきていると感じた。 

しかし、この事業は単年度ごとに地域をかえておこなっていることもあり、これを機会に地

域のつながりを継続的なものにできるかどうかという課題がある。 

 

 ５ ちょうふチャリティウォーク２００８の開催 

寄付文化の醸成、市内企業のネットワークと地域との連携づくりを目的に実施。 

   企画、運営を実行委員会方式とし、地域企業に参加を呼びかけて約１０ヶ月の準備

期間を経て開催した。 

   

開催日時 １０月２６日（日）午前１０時～午後３時 

会 場 調布市立第一小学校校庭および市内各所 

参加者 ３６０人 運営スタッフ １４０人 参加費
一人５００円 

（中学生以下１００円） 

主 催 ちょうふチャリティーウォーク２００８実行委員会 

共 催 社会福祉法人調布市社会福祉協議会 

協 賛 調布市、味の素スタジアム、大塚製薬株式会社 

後 援 調布市教育委員会 

実行委員会

参加企業 

および 

団体 

マイクロソフト株式会社、株式会社調布自動車学校、林建設株式会社、調布ＦＭ株

式会社、東京ジューキ食品株式会社、角川映画株式会社、高津装飾美術株式会社、

株式会社ナムコ、茨木商事有限会社、株式会社ウィード、マニュライフ生命保険株

式会社、東京フットボールクラブ株式会社、有限会社管理人代行サービス、有限会

社調布清掃、野村證券株式会社、株式会社やまぐち、社団法人調布市体育協会、特

定非営利活動法人ちょうふどっとこむ、金子スポーツ振興株式会社 

チャリティー 

金額（参加費 

、会場内寄付） 

２６１，７２５円  ※えんがわファンドの原資として寄付 
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○ウォーキングプログラム 

9:30 受付開始 

 9:50  開会あいさつ 南條実行委員長 

     来賓あいさつ 調布市中根副市長 

10:00 スタート（中根副市長号砲） 

     (５０人程度をひとグループとして時間差でスタート) 

○メイン会場（第一小学校校庭）プログラム 

<ステージ> 

10:00 - 10:55  バンド演奏  by メタボリック・ぱぴーず 

11:00 - 11:25  ゴスペル    by Verrys 

11:30 - 11:40  だるま踊り  by だるチャンズ 

13:00 - 13:40  バンド演奏  by GINZ バンド 

13:45 - 13:55  アトラクション  by コマレンジャー 

13:55 - 14:25  吹奏楽   by 調布市立第三中学校吹奏楽部 

14:30 ‒ 15:00  おたのしみ抽選会 

<その他催し> 

為替変動体感ゲーム(小学校高学年向け) by 野村證券 

キックターゲット                      by FC東京 

リフレクソロジー・足浴         by 地域リフレの会‘エーデル’ 

ヘリウムガス風船プレゼント      by 管理人代行サービス 

生け花                 by 双花 はな 

<模擬店> 

磯辺焼き    by ぽけっと（障害者・青年の集い） 

パン        by ふぁんふぁ～れ 

東京チキンロール・フライドポテト・レモネード by 「Kenny's」 

クリームシチュー by NPO 法人ちょうふこどもネット 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ はじめての試みであったが、共感してくださった企業や団体のご協力のもとたくさんの社員ボ

ランティアのみなさんが集まり、無事１回目を終了することができた。当日の運営はもちろん、

事前の準備では、専用ホームページの作成やチラシ、ポスターなどの作成、ウォーキングコー

スの設営やチェックポイントの設営、抽選会の景品集めなどそれぞれの会社あるいは個人の特

性、得意分野を生かして力を発揮していただいた。企業、行政、市民活動団体によるひとつの

協働事業となったこと、信頼関係を築く第一歩となったことは評価できると思う。 

   今後、この事業をどのように進めていくかは大きな課題である。もともと地域における企業間

のネットワークづくりを目的として、企業や行政、市民活動団体の協働体験の具体的事例とす

るために企画した側面もあるため、イベントの協働実施にとどまらない関係づくり、ネットワ

ークづくりという点も工夫していきたい。 
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６ ２００８年首都圏統一帰宅困難者対応訓練への参加 

大災害時における帰宅困難者を想定した体験型訓練で、千葉・埼玉・神奈川・東京

の４コースで実施。調布市内にゴール地点が設置された東京コースに参加した。 

 

（１）実施状況（東京コース） 

実 施 日 時 ９月２３日（火）午前１０時～午後５時 

会   場 日比谷公園～新宿通り～甲州街道～電気通信大学 

内 容 

・徒歩帰宅訓練 

・エイドステーション（帰宅支援）設置訓練 

 調布市内には、栄太楼総本舗、郵便事業株式会社調布支店、電気通信大学の

３箇所にエイドステーションを設置した。 

・情報発信訓練 

調布市内エイ

ドステーショ

ン協力団体 

栄太楼総本舗労働組合、ＪＢ日本接骨師会、真如苑ＳｅＲＶ、仙川・緑ヶ丘ま

ちづくり会議、調布災害時ボランティア・コーディネーターの会、調布市（総

合防災安全課・協働推進課）、調布市赤十字奉仕団、調布青年会議所、八雲台小

学校地区協議会、電気通信大学、郵便事業株式会社調布支店、連合三多摩、調

布市社会福祉協議会 

調布市内エイ

ドステーショ

ン協力者数 

栄太楼総本舗 ２９人 

郵便事業株式会社調布支店 １５人 

電気通信大学 ７０人 

参 加 者 数 ４７０人（４コース合計３，４９３人） 

主 催 ２００８年首都圏統一帰宅困難者対応訓練実行委員会 

主 管 東京災害ボランティアネットワーク 

 

 （２）実行委員会 

回 数 日 時 会 場 参加者 内  容 

第１回 
７月１０日（木） 

午後４時～６時 
東京都生協連会館 ７人 

２００７年訓練のまとめ、２

００８年の進捗状況 

第２回 
７月２５日（金） 

午後４時～５時３０分 
東京都生協連会館 ８人 

訓練全体の確認、エイドステ

ーション設置の状況確認 

第３回 
８月２１日（木） 

午後４時～６時 
東京都生協連会館 ２３人 

エイドステーション設置の状

況確認、資機材の確認 

第４回 
９月３日（水） 

午後４時～６時 
東京都生協連会館 １６人 

エイドステーション設置の状

況確認、資機材の確認、タイ

ムスケジュール 
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第５回 
９月１８日（木） 

午後４時～６時 
東京都生協連会館 ２０人 

エイドステーション設置の状

況確認、コース全体での役

割・留意点 

第６回 
１０月６日（月） 

午後４時～６時 
東京都生協連会館 １２人 反省会 

 

★ 成果・反省点・課題 

 ＊ 実際に大震災が発生した場合、帰宅困難者が数百万人発生すると想定されている。これま

でセンターではこの問題に対しては検討していなかったので、新たな気付きや課題が発見

できた訓練であった。今回の訓練の経験を活かし、行政や関係機関と連携して災害対策に

取り組んでいきたい。 

＊ 地縁組織、市民活動団体、企業、行政が協力して訓練に取り組み、「顔の見える関係」を

つくることができた。 

 ＊ 生活協同組合や労働組合等、これまで関わりのなかった団体ともつながりができた。 

 

７ 調布ボランティア連絡会の開催 

調布ボランティアまつり参加団体を中心に、団体間の情報交換や交流を目的に隔月

に実施した。 

    

（１）開催状況  ※定例会４回 会場はいずれも調布市総合福祉センター会議室 

開催期日 内      容 

５月１２日（月） 
・調布ボランティアまつり反省会 

・調布ボランティア連絡会・今後の日程について 

６月 ９日（月） 

・連絡会各団体の活動紹介 

  各団体４分間スピーチ 

・次回連絡会の内容について 

８月２５日（月） 

・調布市 出前講座 ｢不発弾処理に伴う避難所対応について｣ 

総務部総合防災安全課職員 

福祉健康部障害福祉課職員 

・防災アンケートについて 

１０月２０日（月） 

・防災について 

・第２９回調布ボランティアのまつり（平成２０年度）について 

・第２９回調布ボランティアのまつり第１回実行委員会開催 

※以降、調布ボランティアまつり実行委員会に移行 

 

 

 179



第 3部 市民活動支援センター 

８ 菊野台ボランティア連絡会の開催 

菊野台コーナーを拠点に活動しているボランティアの交流や情報交換を目的に約２

ヶ月に１回開催した。コーナーの事業への協力、連携が深まった。また、連絡会の団

体・メンバーの募集のためのチラシ作りや、活動紹介など、積極的な地域への働きか

けも行っている。 

  ★ 成果・反省点・課題 

   ＊ ボランティアまつりの中核となり、自主的な意識を持ち、積極的に活動している。 

 

９ 緑ヶ丘ボランティア連絡会の開催 

緑ヶ丘コーナーを拠点として活動しているボランティア団体の交流・支えあいを目

的に開催し、地域のためになる活動を考え、実施することに協力した。  

開催回数    ４回           参加人数     延べ２１人 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ ボランティア団体の横のつながりができた。お祭りでカフェ＆生チョコを企画し、喫茶

店を開いたところ、大好評で、資金調達もできた。昨年度、今後はそれぞれの団体の活

動はもとより、地域の役に立つ何かを考えましょう！という提案があり、具体的な事を

決めていきたかったのだが、なかなか実践まで至らなかった。うたごえ喫茶の際に、一

日カフェを開いて欲しいという要望に応え、半日ではあるが行事の前後でくつろげるよ

うにし、皆さんに喜ばれた。来年度に向けて、新しい団体の立ち上げの準備をしている。 

 

１０ 北多摩南部ブロック（調布・府中・三鷹・小金井・狛江）ボランテ

ィア・市民活動センターとの連携 

他地区センターと事業共催することにより連携強化を図ると同時に、業務や経費

を分担することで効率的に多彩な事業を展開することを目的として平成１２年度か

ら実施。これまで、環境（平成１４年度、１５年度）や国際交流（平成１２年度、

１３年度、１６年度）、NPO マネジメント講座（平成１７年度）、奉仕体験（平成１

８年度）をテーマに実施した（１９年度は未実施）。 

 ２０年度は、NPO の設立・運営に関するテーマ別講座を開催した。 

 

（１）共催事業「クローズアップ NPO～もっと知りたい！伝えたい！～」の開催 

実 施 日 時 
２月２１日（土）午後１時３０分～３時３０分 

※交流会午後３時４５分～５時 

会   場 三鷹駅前コミュニティセンター 

内 容 

○テーマ別講座 
①テーマ：コミュニケーション（調布担当） 
「心に届くコミュニケーション UP 術～充実した活動のために～」 
講師：渡辺浩子氏（ウェルネスコーディネーター、心理相談員、紫音代表）
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②テーマ：リスクマネジメント（狛江担当） 
「誰かに聞いてほしいけど誰にも話せないリスクのこと」 
講師：保泉彰氏（社団法人日本損害保険協会 生活サービス部 安心安全推進

グループ担当課長） 

 

③テーマ：NPO 入門（府中担当） 
「ちょっと知りたい！ＮＰＯよろず相談所」 
講師:池澤良子氏（東京ボランティア･市民活動センター 専門員） 

 

④テーマ：広報（三鷹担当） 
「キャラクターづくりに挑戦！」 
講師：西岡直実氏（キャラキッズ主宰） 

 
○交流会（小金井担当） 

参 加 者 数 ２１人 

後 援 三鷹市 

 

（２）北多摩南部ブロックボランティア担当者連絡会開催状況 

回 数 日 時 会 場 参加者 内  容 

第１回 

９月９日（火） 

午後３時３０分～５時

３０分 

府中市立ふれあい会館 １０人 共催事業の検討、情報交換 

第２回 
１０月２日（木） 

午後３時～５時 
府中市立ふれあい会館 １０人 共催事業の検討 

第３回 
１１月７日（金） 

午後３時～５時 
府中市立ふれあい会館 １０人 共催事業の検討 

第４回 
１２月４日（木） 

午後３時～５時 
府中市立ふれあい会館 ９人 共催事業の検討 

第５回 
１月２９日（木） 

午後３時～５時１５分 

三鷹駅前コミュニティ

センター 
８人 共催事業の最終確認 

 

★ 成果・反省点・課題 

 ＊ 参加者が非常に少なかった。NPO の課題やニーズに即した内容だったか、またプログラム・

日程等に問題はなかったか等、なぜ参加者が少なかったのかを分析して今後の事業に反映

させたい。 

  ＊ 各市単独では取り組みにくい課題に対応するためにも、５市共催で事業を行う意義はある。

来年度も共催の強みを活かし、事業を実施したい。 

 

１１ 困難な課題を抱える女性のためのＩＴ講座の運営協力 

   ＤＶ被害や幼児期の虐待体験、外国籍や母子家庭など、さまざまな困難な課題を抱

えている女性を対象にパソコンの基礎技術を指導し、社会参加と自立への支援を行う、

企業人ボランティアグループの活動支援を行った。 
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（主催：IT ボランティアネットワーク） 

第一期 
４月１３日、４月２７日、５月１１日、５月２５日、６月８日、６月２

２日、７月６日、７月１３日（全８回） ①、②開催 

第二期 
８月２４日、９月７日、９月２８日、１０月５日、１０月１９日、１０

月２６日、１１月９日（全７回） ①、②開催 

開催日時 

 

※いずれも

日曜日 
第三期 

１２月７日、１２月２１日、１月１８日、１月２５日、２月８日、２月

２２日、３月８日、３月１５日（全７回） ①、②開催 

ワードコース ワードの基礎を中心に応用とインターネットの習得 

①午前１０時～１２時 
内   容 

エクセルコース エクセルの基礎を中心に応用とインターネットの習得 

②午後１～３時 

 

参加者数 

 

講座参加者延べ５０人（各コース１０人定員） 

指導・環境ボランティア１０人 

保育ボランティア７人 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 指導ボランティアが一人ひとりに対応して参加者に合わせたきめ細やかな指導が行われてい

るため、参加者から好評であった。期をまたいで参加される人も多く、就労などの社会参加へ

の支援が行われていた。また、子育て世代の参加者からは「こどもと一緒に行くのを楽しみに

しています」との声をいただき、集中して授業に取り組める環境を提供することができた。 

＊ 引き続きＩＴボランティアネットワークに対し、ボランティア募集の支援やハード面の支援も

おこなっていく。 

＊ 安全面に配慮しながら、この講座を必要としている女性に情報が届くようハローワーク・男女

共同参画推進センターおよび市内各施設と連携し、女性たちが社会の中で自信を持って自立で

きるよう支援していきたい。 

 

 

第５  ボランティア・ＮＰＯ・市民活動コーディネート 

 

１ 相談対応、ボランティア・市民活動支援 

相談対応、活動支援、活動紹介等コーディネート機能を強化し、市民の主体的な活

動を支援した。 

 

（１）ボランティア団体及びボランティア登録状況 

登録団体 
拠   点 

団体数 構成メンバー数 
個  人 

小島町コーナー  １１１団体 ４，８１７ 人   ２１０ 人 
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菊野台コーナー   １５団体 ２，０８７ 人    １２ 人 

富士見コーナー   １４団体    ２２９ 人    ６８ 人 

染地コーナー   ２３団体 ２５５ 人    ３５ 人 

緑ヶ丘コーナー     ６団体     ８３ 人    ２８ 人 

合  計  １６９団体  ７，４７１ 人   ３５３ 人 

 

（２）相談業務及びコーディネート事業 

拠点 相談件数 ニーズ受付件数 対応件数 対応人数 

個 人 １，１９２件 １，１００件 ２，１２４人
小島町コーナー ２，０８２件

団 体   ２７９件    ２７１件 ７０１人

個 人
菊野台コーナー ９１件 

団 体
     ６４件 ５９件 ８１人

個 人
富士見コーナー １４４件

団 体
９２件    ８８件 ９０人

個 人
染地コーナー  １１５件

団 体
     ４１件       ３２件 ６４人

個 人       ４件    ２件 ３ 人
緑ヶ丘コーナー  ９４ 件

団 体     ２０件    １９件 ５４ 人

合   計 ２，５２６ 件      １，６９２件 １，５７１件 ３，１１７人

 

★ 成果・反省点・課題 

 ＊ 個人からの依頼では、保育、児童の送迎、授業の見守りなど継続的、日常的にサポート

が必要なボランティアニーズが引き続き増加する傾向にあるが、それに伴い、活動する

中で悩む活動者からの相談や、また依頼者から受ける相談なども増えている。 

＊ 児童の送迎については、ボランティアの拡大のため、定年退職者層をターゲットにした

ポスター、チラシを作成し、ひろく広報をした。 

 

２ 子育て支援・ひまわり  (緑ヶ丘コーナー) 

開 催 目 的

①健康な心を取り戻すため 

②辛い気持ちなどの分かち合い 

③育児に関するアドバイス 

開 催 日

通年 ８月と１２月を除く、毎月２回開催（火曜日） 

４月１５日、２２日、５月１３、２０日、６月３、１７日、７月１、１５日、

９月９、１６日、１０月７、２１日、１１月４、１８日、１月１３、２０日、

２月３、１７日、３月１７、２４日 
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内 容

おしゃべりをしながら、惣菜やパンケーキ・クッキーなどを作り、楽しむ。 

作ったものを試食しながら、話を聴きだし、問題点についてアドバイスをした

り育児相談に対応したりする。 

会  場 緑ヶ丘地域福祉センター 

参 加 者 延べ２０人 

講  師 子育てアドバイザー 船山 和子氏 

支 援 社会福祉法人 三祉会 緑ヶ丘保育園 

 

 

第６  人材育成，学習支援 

 

１ 出前ボランティア講座の実施 

（１）小・中高等学校ですすめられている「総合的な学習の時間」に対応した。 

出前回数 ４６回

受講生 延べ４，６１４人

派遣スタッフ 延べ２３６人

出前先 

小学校     ３３回 

中学校     ２回 

高等学校    ８回 

その他     ３回 

開催講座数 
１４６講座・・・手話３２講座・視覚障害者ガイド３５講座・点字４８講座・

車いす４８講座 

 

（２）福祉まつりにて体験コーナーを実施した。 

開 催 日 
１２月６日（土） 午前１０時～午後３時 

１２月７日（日）     同上 

会  場 総合福祉センター ４階 

メニュー 

６日（土）車いす体験講座、手話体験講座 

作業所協力による機織体験 

幻聴・幻覚体験 

バリアフリー映画上映 

視覚障害･聴覚障害者用福祉機器展示、 

スルーネットピンポン 

７日（日）点字体験講座、 

視覚障害･聴覚障害者用福祉機器展示、 

スルーネットピンポン 

協力スタッフ 

車椅子３人、手話（登録手話通訳者の会） １８人 

点字(菊野台点字サークル)６人、作業所（希望の家）１人 

ヤンセンファーマ １人 

協力 (株)ヤンセンファーマ  
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来場者数 

６日（土） 車椅子体験  １１１人    手話体験 １１３人 

      作業所体験    ２人   

      幻聴・幻覚体験 ３６人 

     バリアフリー映画上映        ５８人   

      スルーネットピンポン       １２３人 

視覚障害･聴覚障害者用福祉機器展示 １４７人 

７日（日） 点字体験   １１５人 

      スルーネットピンポン       １０２人 

視覚障害･聴覚障害者用福祉機器展示 １５２人 

 

２ 都立高等学校における教育活動支援業務の実施 

平成１９年度より必修化された都立高「奉仕体験」における教育支援コーディネー

ター業務を東京都教育委員会より受託した。 

 

（１）実施内容 

①奉仕の講話（オリエンテーション） 

②手話体験 

・コミュニケーション方法について 

・聴覚障害者のお話 

・ジェスチャーから手話での表現を学習 

・手話でのあいさつ、会話の練習 

③点字体験 

・点字の打ち方、読み方 

・視覚障害者のお話 

④車イス体験 

・車イスの自走体験及び介助方法（校内にある段差やスロープなど） 

・身体障害者のお話 

 

（２）会場校・対象者 

・都立調布北高等学校 

・第１学年 全６クラス ２４０名 

 

（３）実施状況 

   ３クラスずつローテーションで手話、点字、車イスのそれぞれを体験した。 

実施日（いず

れも水曜日） 
時 間 内 容 対 象 

４月３０日 
午後２時１５分～３時５分

（６限） 
奉仕の講話 第１学年全員 

５月 ７日 午後２時１５分～４時５分 手話、点字、車イス体験 １～３組 
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５月１４日 ４～６組 

５月２８日 １～３組 

６月１１日 ４～６組 

１０月８日 １～３組 

１０月１５日 

（６、７限）  

４～６組 

 

  ★ 成果・反省点・課題 

＊ 平成２０年度の新規事業として、東京都教育委員会より業務委託を受けて都立調布北高

等学校にて年間を通じた支援を行った。支援内容は、学校側から依頼のあった「手話」、「点

字」、「車イス」の３つの体験およびそのコーディネートと事前のオリエンテーションでの

講話を行った。これらは既に市民活動支援センターで出前講座として実施している内容で

あり、そのノウハウやそれぞれの障害を持つ当事者スタッフとその介助や通訳のスタッフ

などの日頃から培われた人脈を生かすことができた。また、体験者からは「普段、何気な

く行っている動作も車イスの上ではとても難しく感じた。」、「今後は、街で困っていそう

な方がいたら、積極的に声をかけていきたい。」など新たな視点を得ることができ、大変

充実した体験を過ごせたようである。 

しかし、その一方で、今回実施に当たり、今まで小・中学校で実施してきた出前講座と

は異なる点が多く、スタッフ側も高校生への教え方や教員との役割分担など、対応に苦慮

する場面も見受けられた。 

そこで、改善策としては、次の点を挙げたい。 

・テキストとふりかえりシートなどを冊子にすること。その１冊で体験の事前学習と体

験時に学んだこと、また、そのふりかえりの全てを網羅できるようになる。 

 

３ 調布サマーボランティア＇０８ 

 青少年（概ね１３歳～３０歳）を対象に、夏休み期間を利用したボランティア活動

体験を実施した。活動体験の受け入れ先は、市内および都内の福祉施設、社会教育施

設や市民活動団体など。東京ボランティア・市民活動センターとの共催により、都内

他地区ボランティア・市民活動センターとも連携し、幅広い地域から訪れる活動体験

希望者と受け入れ先との調整を行った。 

 

内         訳 

・高齢者関係     １７団体 １４プログラム 

高 齢 者 施 設            ９ 団 体

老 人 ク ラ ブ              ３ 団 体

ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ          ２ 団 体

社 協 ・ 市 関 係 団 体            ３ 団 体

協
力
団
体
・
施
設 

 

６１団体 

・ 

７３プログラ

ム 

・障害者（児）施設  １３団体 ２５プログラム 
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障 害 者 施 設           １ ２ 団 体

ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ          １ 団 体

・子ども関係       ３１団体 ２３プログラム 

児 童 養 護 施 設           ０ 団 体

障 害 児 施 設 ・ 団 体 （ 学 童 ク ラ ブ 含 ） ４ 団 体

児 童 館 ・ 学 童 ク ラ ブ        １ ０ 団 体

保 育 園               １ ７ 団 体

・海外協力        ０団体  ０プログラム 

・環境関係        ２団体  ２プログラム 

  

・その他ＩＴ・文化など  ９団体  ９プログラム 

参加者総数 ２１２人（ 男性 ８７人   女性 １２５人） 

年齢層内訳 

中 学 生          ７４ 人 

高 校 生         １２４ 人          

専門学校生            ４ 人 

大 学 生           ４ 人  

社 会 人            ６ 人 

参
加
者
人
数
お
よ
び
活
動
先
別
人
数
内
訳 

活動先別内訳 

(のべ数) 

高 齢 者 関 係           ６７ 人 

障 害 者 関 係           ３７ 人 

児  童  関  係            ７１ 人 

国際・環境 関係         １６ 人 

そ    の    他              ４０ 人 

開催日時 ４月２４日（木）午後４時～５時 

内容 

・主催者挨拶 

・方針、スケジュールについての説明 

・意見交換ワークグループ 

 テーマ「お互いのここがしりたい！～どうすればよくなる？！

ボランティア体験～」 

協
力
団
体
・
施
設
、
教
員
向
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン 

参加人数 

・協力団体・施設担当者           １８ 人 

・教員                   １０ 人 

・中間支援組織職員              １ 人 

開催場所 
①世田谷学園中等部 普通教室 

②調布市立第八中学校 視聴覚室 

開催日時 
①７月７日（月） 

②７月８日（火） 

出
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン 

参加者 

参加人数 

①世田谷学園中等部第２学年       １５人 

②調布市立第八中学校第３学年      ４６人 
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内容 

・調布サマーボランティア概要 

・体験先の紹介 

・参加者の体験談、失敗談 

・受け入れ先からの注意事項、その他留意点など 

開催日時 
①７月１６日（水）午後４時～６時 

②７月１９日（土）午後２時～４時 

内   容 

第１部 

・主催者挨拶 

・ボランティアとは？ 

・活動を始めるにあたっての諸注意 

・体験先施設（団体）紹介 

第２部 

・体験先別個別オリエンテーション 

合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

参加人数 
・体験者      １３１人（①９４人、②４８人） 

・体験先団体・施設担当者  ２５ 人（①１０人、②８人） 

開催日時 ８月２０日（水） 午後３時～５時 

内   容 
・サイコロトーク 

・交流会 
交
流
会 

参加人数 

①体験者               ２６人 

②体験先団体・施設担当者          ８人 

③教員                 ２人 

 

★ 成果・反省点・課題 

＊ 参加者すべての要望に応えることはできなかったが、不安を抱きながらも参加した活動者

が実際の体験後では「もう一度やりたい」との感想や協力団体から「数日間でずいぶん体

験者は頼もしくなった」との感想もいただいた。協力団体・施設の好意的な対応と協力を

得ることができた。 

＊ 昨年度は参加者の数が児童関係の分野に偏っていたが、今年度は各分野にわかれた。家

から近いなど、通いやすいところを体験先として選べるよう「体験先一覧」をエリア別

に分類していたことが要因の一つとして挙げられる。 

＊ 昨年度と比べ、参加者総数にさほどの変化はなかったが、高校生が減ったのに対し、中学生

が２倍近くとなった。中学生が増えたのは出前オリエンテーションを２つの中学校でおこな

ったことにより体験に興味を持った人が積極的に参加したためと考えられる。 

＊ 都立高等学校の奉仕体験活動および学校の課題として、当プログラムを利用する参加者も

多い。来年度は学校側と連携をとりながら、また、協力団体・施設との連携もとりながら進

めていきたい。 
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４ ボランティア入門講座「はじめの一歩」 

はじめてボランティア・市民活動に参加する方やボランティア・市民活動について

知りたいという方を対象に、ボランティア入門講座「はじめの一歩」を各ブランチで

開催した。 

拠 点 開催日 参加者数 スタッフ 

５月１７日（土）  ３人 １人 
菊野台コーナー 

１１月１３日（木） ０人 １人 

７月２６日（土） ０人 ２人 
富士見コーナー 

１月２７日（火） ４人 ３人 

６月２１日（土） ４人 １人 
染地コーナー 

１２月１３日（土） ０人 １人 

４月２２日（火） ７人 １人 

１０月３０日 (木) ０人 １人 緑ヶ丘コーナー 

３月２１日（土） ０人 １人 

野ヶ谷の郷 ９月３０日（火） ０人 １人 

 

５ ボランティアマネージメントセミナー「地域で障害のある児童の支援

を広げるために」 

調布市内の学校の依頼として、通常学級に在籍する障害児（特に発達障害児）の見

守り、学習のサポート、学級運営支援などの相談が増えてきている。 

支援活動をしているボランティアが安心して活動できるよう、また同時に、新たな

協力者の養成をかねて、障害（特に発達障害）に関する理解を深める講座を企画。こ

れからの学校支援や発達障害児の支援について考察する機会とした。 

日 時 
第１回 １１月１３日（木）午前１０時～１２時 

第２回 １１月１８日（火）午後３時～５時 

対 象 ボランティア活動者および活動希望者  

参加申込み 

参加者 

３８人 

第１回 ３０人    第２回 ２４人 

講 師 

第１回 調布市教育委員会 教育支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 山田 庄治氏 

    東京都立調布特別支援学校 特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 山岸 正氏 

第２回 調布市教育委員会 教育支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 池田 幸子氏 

    調布市立富士見台小学校 学校長 千田 文子氏 

    学校支援ボランティア  仁田 典子氏・畑澤 美千子氏 

内 容 
第１回 発達障害に関する障害理解について 

第２回 教育の現場で今、必要としているサポートとは何か 
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★ 成果・反省点・課題 

＊ 教育センターの協力で講座が企画でき、教育支援コーディネーター室との連携が図れた。 

＊ この講座が、調布市学校ボランティアの派遣制度実施のきっかけとなった。 

 

６ 小・中学生ボランティア体験講座（菊野台コーナー） 

小学校３年生から中学３年生までを対象に、ボランティア活動についての学習と体

験の場として毎月１回行う。人とのふれあいや様々な体験をとおして、ボランティア

活動や共に地域で支えあいながら暮らしていくことの意義について考えていく。 

開催日 内   容 参加者数 スタッフ・協力者 

１０月１８日（土） 
ボランティアってなあに？ 点字

で名刺を作ってみよう！ 
７人 菊野台点字サークル 

１１月１５日（土） 
「ちょうふ」の自然・良さを見つ

けてみよう！  
５人 ねこじゃらし 

１２月２０日（土） 
「使用済み切手」は、なんの役に

立つの？ 
２人 すたんぷ菊野台 

１月１７日（土） 地域のバリアを見つけに行こう！ ６人 ヘルパー有資格者 

２月２８日（土） 
「日本語」でボランティア 

外国の人と話してみよう 
４人 

調布日本語ボランテ

ィアの会 

３月１４日（土） 
交流会 ミステリー・プラン（ミ

ニ手話講座、割りばしの話） 
６人 

菊野台ボランティア

連絡会 

全６回  延べ３０人 延べ３５人 

 

７ 脳トレ健康ふれあいマージャン（富士見コーナー） 

開 催 目 的
地域の６０歳以上の高齢者を対象に、脳と指先のトレーニングを図るとと

もに、互いの交流とふれあいを目的にして開催した。 

日     時 ４月から３月までの第１・３火曜日 午後１時３０分～４時 

会     場 富士見地域福祉センター 

参  加  者 ２４人（延べ３８４人） 

指  導  者 上畑 敏子氏 

 

８ 高齢者のふれあい健康体操（富士見コーナー） 

開 催 目 的

地域の６０歳以上の高齢者を対象に、健康増進を図るとともに、互いの交

流とふれあいを目的にして開催した。講座修了後、自主サークルとして活

動する 

日     時 １０月～３月までの毎週火曜日 午前１０時～１１時３０分 

会     場 富士見地域福祉センター 

参  加  者 １６人（延べ３６０人） 
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指  導  者 大山 典子氏 

 

９ 手づくり講座 ４回シリーズ（染地コーナー）  

 

開 催 目 的 
布や折り紙を使った、簡単に楽しめる小物づくりの好きな人々が集まり、新たな

仲間づくりをめざして開催した。 

日   時 
①９月１８日 ②１０月１６日 ③１１月２０日 ④１２月４日（全４回） 

いずれも木曜日 午後１時３０分～３時３０分  

会   場 染地地域福祉センター 染地コーナー 

内   容 
①折り紙でつくる万華鏡 ②ハローウィンの小箱づくり 

③軍手でつくるスノーマン ④折り紙のサンタクロース他 

講   師 
石崎 慶子氏 

上野 聖子氏 
参加者数 延べ４３人 

  

１０ シニアボランティア講座「そば打ち講座」（染地コーナー） 

開 催 目 的 
リタイア後のシニアの方々が、新たな仲間づくりの場として、地域社会とのつな

がりを持つきっかけとなることを目的に開催。 

日 時 
２月１２日、１９日、２６日、３月５日（全４回） 

いずれも木曜日 午後１時～４時３０分 

会  場 染地地域福祉センター 

内  容 そば打ちの全行程を４回とおし行う。出来上がりを試食し残りは持ち帰る。 

講  師 川上 岩夫氏（こだわりのそば打ちクラブ代表）、昨年の講座修了生が補助  

参 加 費 ５，０００円（４回分の材料費込み） 

参  加  者 ６人（男性３人、女性３人） 

 

１１ 染地うたごえ広場（染地コーナー） 

開 催 目 的 
世代を問わず音楽をとおして、地域の皆さんに楽しんでもらえる場を手作りで企

画・運営。毎月第 1土曜日開催。 

会  場 染地地域福祉センター 

日  時 ４月５日 ６月７日 ７月５日 ８月２日 ９月６日 １０月１８日

来 客 者 ４６人 ４７人 ４５人 ４４人 ６０人 ５３人 

日 時 １１月１日 １２月６日 １月１７日 ２月７日 ３月７日  

来 客 者 ４９人 ６４人 ４９人 ５３人 ５５人  

内  容 童謡、唱歌や皆が歌いたい歌のリクエストから全員で歌う。 

参 加 費 ３００円（飲み物、茶菓子付） 

企画・運営 
染地ボランティア連絡会  

染地うたごえ広場プロジェクトチーム 
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１２ 仲間づくりと自立のための男の料理塾（緑ヶ丘コーナー） 

 

開 催 目 的 
定年後の男性の食の自立と仲間づくり、地域社会への参加を促すことを目的

として開催する。 

１１月２９日（火） 肉をメインにした料理 

１月１７日(火) 魚をメインにした料理 開催日と献立 

平成２１年４月１日(火) お米を使った料理 

会  場 緑ヶ丘地域福祉センター 

参 加 者 概ね６０歳以上の男性４人  参加費 ３，０００円 

講  師 野瀬 るり子氏   

 

 

第７ その他     

 

１ 他団体会議・講座等への委員、講師、パネラーなど職員派遣 
日程・期間 会議・講座名称 主催団体 

５月２０日（火） 図書館ボランティア説明会 調布市立中央図書館 

５月２１日（水） 三菱東京 UFJ 銀行新任行員研修 
三菱東京ＵＦＪ銀行／東京ボ

ランティア・市民活動センター

６月４日（水） 都内ボランティア・市民活動センター新任研修 
東京ボランティア・市民活動セ

ンター 

２月２２日（日） 第３回笛吹市ボランティア大会 笛吹市社会福祉協議会 

３月１日（日） 笛吹市ボランティア連絡会研修会 
笛吹市社会福祉協議会 

笛吹市ボランティア連絡会 

 通 年 東京ボランティア・市民活動センター運営委員会
東京ボランティア・市民活動セ

ンター 

 

２ 職員研修 

 レベルアップを図るためそれぞれの経験年数、職務に応じた研修に参加した。 

会議・講座名称     参加人数 主催団体 

平成２０年度区市町村ボランティア・市民

活動センター新任研修 
１人 東京ボランティア・市民活動センター 

ＮＰＯ法人運営講座 １人 
東京ボランティア・市民活動センター 

シーズ・市民活動を支える制度をつくる会 

ＮＰＯ法施行１０周年記念シンポジウム 

「このままでいいのか！日本のＮＰＯ」 
２人 

特定非営利活動法人子どもＮＰＯ・子ども劇場全

国センター 
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特定非営利活動法人ＮＰＯ推進ネット 

人と組織をつなぐプレゼンテーション技術

～社会企業家としての実体験をもとに～ 
３人 都内社協職員連絡会 

市民コーディネーター体験講座 １人 特定非営利活動法人ひ・ろ・こらぼ 

コミュニティビジネスシンポジウム 

～知恵・人・身近な地域をつなぐ～ 
１人 関東経済産業局 

ボランティアコーディネーター基礎研修 １人 
特定非営利活動法人 

日本ボランティアコーディネーター協会 

全国ボランティアコーディネーター研究集

会２００９ 
 ４人 

特定非営利活動法人 

日本ボランティアコーディネーター協会 

 

３ 視察対応 

他地域からのセンター見学および研修依頼に随時対応した。 

日 程 団 体 名 等 

６月１８日（水） 西東京市 

７月４日（金） 多摩ＮＰＯセンター 

７月１８日（金） 
東京ボランティア・市民活動センター主催 区市町村ボランティア・市民活動セ

ンター新任研修 

８月２２日（金） 丸亀市市議 

１０月６日（月） 国分寺市市民活動センター 

１１月２５日（火） 小金井市社会教育委員 

２月１０日（火） 府中ＮＰＯ・ボランティア活動センター 
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